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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©
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ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
同
社

が
運
営
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
訓
練

校
﹁
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
ビ
エ

ー
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
﹂
に
お

い
て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

５
０
０
０
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

自
社
養
成
し
、
そ
の
半
数
を
女

性
と
非
白
人
と
す
る
こ
と
を
６

日
発
表
し
た
。
同
航
空
学
校
を

既
定
の
成
績
で
卒
業
し
た
学
生

に
は
、
将
来
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
採

用
が
保
証
さ
れ
、
定
期
事
業
用

パ
イ
ロ
ッ
ト
し
て
働
け
る
道
が

与
え
ら
れ
る
。
日
系
志
願
者
は

非
白
人
枠
採
用
と
し
て
優
先
さ

れ
る
た
め
同
社
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
区
広
報
統
括
本
部
長
の
永

田
浩
二
さ
ん
は
﹁
米
国
生
ま
れ

の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
米
国
在
住

の
日
本
人
で
も
、
米
国
永
住
者

で
あ
れ
ば
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
社

養
成
航
空
学
校
の
入
学
資
格
が

あ
る
。
将
来
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目

指
し
た
い
人
に
は
新
た
な
選
択

肢
と
な
る
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

米
国
の
航
空
会
社
で
パ
イ
ロ

ッ
ト
の
自
社
養
成
学
校
を
持
っ

て
い
る
の
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
だ
け
。
現
在
同
校
で
は
年
間

１
０
０
人
の
入
学
者
を
受
け
入

れ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
免
許
取
得
の

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
大
量
採
用
は
、

金
融
大
手
の
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・

チ
ェ
ー
ス
の
協
力
で
実
現
す
る

も
の
で
、
学
費
ロ
ー
ン
な
ど
の

提
供
も
受
け
ら
れ
る
。
同
社
の

ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー
ビ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
﹁
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー

ス
の
資
金
援
助
に
よ
り
将
来
航

空
業
界
で
の
活
躍
を
目
指
す
パ

イ
ロ
ッ
ト
志
望
者
へ
の
大
量
自

社
養
成
が
可
能
と
な
り
弊
社
が

目
指
す
多
様
性
の
あ
る
雇
用
機

会
を
持
つ
企
業
と
し
て
社
会
貢

献
が
可
能
に
な
っ
た
﹂
と
話
し

て
い
る
。
１
２
０
万
ド
ル
の
学

資
提
供
が
可
能
と
な
る
。

　

チ
ェ
ー
ス
は
学
資
ロ
ー
ン
受

給
者
を
囲
い
込
め
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
将

来
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
人
材
を
安
定

確
保
、
入
学
者
は
将
来
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
採

用
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う

3
者
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
い
え
そ
う
だ
。

　

訓
練
学
校
に
入
学
後
２
か
月

で
自
家
用
飛
行
操
縦
士
免
許
を

取
得
し
、
１
年
以
内
に
事
業
用

飛
行
操
縦
士
免
許
を
取
得
。
卒

業
ま
で
の
２
年
間
で
滞
空
時
間

２
０
０
０
時
間
を
取
得
、
５
年

以
内
に
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
採
用
さ

れ
る
。
応
募
規
定
の
詳
細
は　

https://unitedaviate.com

﹁
ふ
る
さ
と
の
春
﹂

　　

私
は
、ア
ト
リ
エ
で
作
品
を
制
作
し
て
い
る
と
、

ふ
と
し
た
瞬
間
に
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ

と
﹁
山
口
県
美
祢
市
︵
み
ね
し
︶﹂
に
思
い
を
は

せ
る
時
が
あ
る
。
特
に
春
の
季
節
。

﹁
日
本
最
大
級
の
カ
ル
ス
ト
台
地 

秋
吉
台
︵
あ
き

よ
し
だ
い
︶﹂
広
大
な
春
の
秋
吉
台
は
、
草
丈
が

低
く
歩
き
や
す
く
て
、
山
野
草
︵
さ
ん
や
そ
う
︶

の
好
き
な
人
な
ら
花
ざ
か
り
で
、
み
ご
と
に
咲
い

た
草
花
に
出
会
え
る
。

　

秋
吉
台
地
の
地
下
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
は
、
数

十
万
年
も
の
時
間
を
か
け
て
自
然
が
作
り
あ
げ
た

日
本
屈
指
の
大
鍾
乳
洞
﹁
秋
芳
洞
﹂
が
あ
る
。
は

て
し
な
く
長
い
時
が
創
り
出
し
た
、
迫
力
あ
る
景

観
の
さ
ま
ざ
ま
な
空
間
と
美
し
い
鍾
乳
石
や
石
柱

の
不
思
議
な
自
然
造
形
の
数
々
は
変
化
に
富
み
、

そ
の
造
形
美
は
、
圧
巻
と
共
に
感
動
。

　

も
う
一
つ
は
、
山
口
県
内
で
も
特
に
人
気
の
あ

る
厚
狭
川
︵
あ
さ
が
わ
︶
河
川
敷
の
さ
く
ら
公
園
。

河
川
敷
に
約
２
０
０
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
約
40

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続
く
桜
の
ト
ン
ネ
ル
や
、

川
面
に
映
る
桜
。

　

こ
の
作
品
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
馳
せ
て

制
作
し
た
作
品
で
す
。

︵
く
ぼ
・
し
ゅ
う
／
切
り
絵
画
家
、
東
京
都
在
住
︶

久
保
修
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
１

夏
秋
冬
春

FEEL JAPAN NOW

パ
イ
ロ
ッ
ト
自
社
養
成

５
０
０
０
人
枠
の
半
数
女
性
と
非
白
人
に

ユナイテッド航空
　

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ

Ｄ
Ｃ
︶
と
米
食
品
医
薬
品
局

︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶
は
13
日
、
米
国
内

で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン
ソ
ン

製
ワ
ク
チ
ン
︵
以
下
Ｊ
＆
Ｊ
ワ

ク
チ
ン
︶
を
接
種
し
た
6
人
に

接
種
後
2
週
間
以
内
に
ま
れ
な

血
栓
を
伴
う
障
害
を
発
生
す
る

ケ
ー
ス
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
、
Ｊ
＆
Ｊ
ワ
ク
チ
ン
の
使

用
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
を
求

め
た
。
6
人
は
い
ず
れ
も
女
性

で
18
歳
か
ら
48
歳
の
間
。
う
ち

一
人
死
亡
、
も
う
一
人
は
現
在

入
院
中
で
危
険
な
状
態
に
あ
る

と
い
う
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
こ
れ
ま
で
に
米
国
で
は

７
０
０
万
人
近
く
が
Ｊ
＆
Ｊ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
て
お

り
、
さ
ら
に
約
９
０
０
万
回
分

の
ワ
ク
チ
ン
が
出
荷
済
み
。

　

ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
同
日

に
声
明
を
出
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
と
Ｆ

Ｄ
Ａ
の
推
奨
に
従
い
Ｊ
＆
Ｊ
ワ

ク
チ
ン
の
使
用
を
州
全
体
で
直

ち
に
一
時
停
止
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
Ｊ
＆
Ｊ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
人
で
接
種
後
3
週
間

以
内
に
重
度
の
頭
痛
、
腹
痛
、

下
肢
痛
、
息
切
れ
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
医
療
機
関
に
連

絡
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
す

で
に
入
っ
て
い
る
Ｊ
＆
Ｊ
の
予

約
の
う
ち
州
運
営
会
場
で
は
フ

ァ
イ
ザ
ー
に
代
替
し
、
市
運
営

の
会
場
に
関
し
て
は
フ
ァ
イ
ザ

ー
と
モ
デ
ル
ナ
で
代
替
え
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

Ｊ
＆
Ｊ
ワ
ク
チ
ン
一
時
停
止

接
種
後
血
栓
障
害
の
可
能
性
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NY相談サービスデスク開設のお知らせ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、
ア
メ
リ

カ
の
高
い
医
療
費
に
将
来
の
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
は
、
日
本
帰

国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
﹁ FURUSA

TO
 

PRO
JEC

T

﹂
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
相
談
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
﹁
訪
問
看
護
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
か
ざ
ぐ
る
ま
﹂
が
日
本
全
国
に
持
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
皆
様
が
想
像
す
る
﹁
日
本

で
過
ご
す
幸
せ
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
﹂
の
実
現
の
お
手
伝
い
を
全

力
で
し
て
参
り
ま
す
。

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
無
料
会
員
募
集
！

　

今
後
弊
社
で
は
、
日
本
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
的
な
開
催

︵
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
が
安
全
に

な
れ
ば
実
際
に
会
場
を
借
り
て

の
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
も
検
討
︶
を

は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
一
方
通
行
な
情
報
提
供
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ｎ
Ｙ

地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
同

士
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
悩

み
を
シ
ェ
ア
し
た
り
情
報
交
換

が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
﹂
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
際
し
て
、
た
だ
い
ま
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
と
、
役
立
つ
情
報
を
こ

ま
め
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
個
人

相
談
で
ご
希
望
に
添
っ
た
具
体

的
な
情
報
︵
一
部
有
料
︶
も
入

手
で
き
ま
す
。

＊
注
：
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

﹂
は
、
特
定
の
介
護
施
設

へ
の
契
約
獲
得
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
日
本
帰
国
後
も
ご
自

宅
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ダ
ル
ト
﹂
の
皆
様

の
会
員
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECTについての
お問い合わせ、NYコミュニティ
（無料）会員登録については、NY
相談デスク担当／ニューヨーク生活
プレス社社長　久松　茂まで、Eメー
ルでご連絡ください。

hisamatsu@nyseikatsu.com

無料NYコミュニティ参加の特典
・日本の情報などこれからの老後生活に

有益な情報がメルマガで得られます。

・オンライン・ワークショップなどの
案内が一般募集より前に届きます。

・ワークショップなどに参加できな
かった方も、後日セミナー動画の閲
覧が可能。

・お悩みごとに対して相談窓口が対応
します。

・ニューヨークでの現地有益情報のご
提供。

・オンライン健康コンサルティングの
料金特別割引など。

有
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
始
動
！

　

４
月
か
ら
、FU

R
U

SA
T

O
 

PR
O

JE
C

T

無

料N
Y

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
並
行
し
、
よ
り
具

体
的
で
詳
細
な
情
報
を
必
要
と

さ
れ
て
る
方
向
け
に
新
し
く
有

料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

●
有
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
員
特

典・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︵
有
料

会
員
の
方
同
士
を
繋
ぎ
ま
す
︶

・
有
料
会
員
向
け
メ
ル
マ
ガ︵
月

1
回
日
本
帰
国
に
関
す
る
有
益

情
報
を
配
信
︶

・
主
催
セ
ミ
ナ
ー
優
先
案
内
と

優
先
申
込

・
有
料
会
員
限
定
イ
ベ
ン
ト
実

施
︵
一
時
帰
国
プ
ラ
ン
や
住
ま

い
探
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画

予
定
︶ 

・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
員
向

け
の
特
典
も
全
て
受
け
ら
れ
ま

す
。

料
金:  

月
１
６
５
０
円︵
税
込
︶ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン:  

先
着
限
定

10
名
様
　
初
月
１
１
０
０
円

︵
税
込
︶

コロナ禍により、今後のＮＹコミュニティ活動

も当面はオンラインで行われます。FURUSATO 

PROJECTでは、10年以上の実績がありコン

ピュータ初心者への指導に定評のある講師をご

紹介いたします。これを機にコンピュータの初

歩的な機能を覚えてみませんか？　見える世界

が広がりますよ！
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本紙がある食料品店等
「週刊 NY 生活」をピックアップできる食料品店等リスト　
                                                   ＊ (2021 年 4 月 17 日現在）

●マンハッタン
・TOMIZ（18 E. 41st. St.　212-779-0740）
・Dainobu（36 W 56th St. 212-707-8525）
  （129 E 47th St.  212-755-7380）
  （498 6th Ave.  212-645-0237 ）
・Katagiri Japanese Grocery（224 E 59th St.  212-755-3566）
  （370 Lexington Ave.  917-472-7025）
・Sunrise Mart（12 E 41st St.  646-380-9280）
  （494 Broome St. 212-219-0033）
  （4 Stuyvesant St.  212-598-3040）
・Kinokuniya Bookstores New York (1073 6th Ave. 212-869-1700)
・Restaurant Nippon (155 E. 52nd St. 212-688-5941)
・Shinbashi 72 (218 W. 72nd St. 212-510-7799)

●クイーンズ
・Family Market（2915 Broadway, Astoria  718-956-7925）
・Sakura-ya Japanese Mart（73-05 Austin St, Forest Hills  718-268-7220）
・Japan Corner (51-27 43rd Ave., Woodside 917-745-0314)
・Ariyoshi Japanese Restaurant (41-13 Queens Blvd., Sunnyside  718-937-3288)

●ブルックリン
・Sunrise Mart at Japan Village（934 3rd Ave, Brooklyn  347-584-4579）
・750 Myrtle Diner / Japanese Grocery Store (750 Myrtle Ave., Brooklyn)

●ウエストチェスター・コネチカット
・Daido Market （522 Mamaroneck Ave. White Plains  914-683-6735）
・Frontier Market（18 N Central Ave, Hartsdale　914-831-3900）
・Maruichi Japanese Food & Deli Stamford
 （1980 W Main Street, Stamford, CT　203-914-1801）
・Maruichi Japanese Food & Deli Scarsdale
  （816 White Plains Rd, Scarsdale  914-874-5290）
・Oishinbo（283 Halstead Ave. Harrison  914-835-4390）
・Hajime (267 Halstead Ave., Harrison 914-777-1543)
・Kishuya Ramen Noodle Bar (163 S Central Ave., Hartsdale 914-949-0600)
・Sazan (729 Saw Mill River Rd., #3, Ardsley 914-674-6015)

●ロングアイランド
・Shin Nippon Do（63 Mineola Ave, Roslyn Heights　516-625-1814）
・Tominaga Shouten（169 Main St A, Port Washington  516-883-1836）
・Yamaguchi Japanese Restaurant(49 Main Street, Port Washington 516-883-3500)
・Torigo Japanese Restaurant (196 Jericho Tpk., Floral Park 516-352-1116)
・L I Wave (18 Haven Ave., #2, Port Washington 516-883-3046)

●ニュージャージー
・J Mart（44 Chestnut St, Ridgewood　201-857-5738）
・Mitsuwa Marketplace – New Jersey
  （595 River Rd, Edgewater  201-941-9113）
・Parisienne Bakery（250 Main St, Fort Lee　201-592-8878）
・Tawara Mart（55 W Main St, Ramsey　201-327-4555）
・Yasainet Plus（490 Kinderkamack Rd, River Edge　201-523-9777）
・Paramus Public Library (116 E. Century Rd., Paramus 201-599-1302)

●宅配サービス
・NY Nojo Fresh (nynojofresh@gmail.com / 917-745-0314)

その他、一部の、日系団体や学校、地方都市の
日系グロッサリーストアなどでも設置されています。

定期購読も承っております。問い合わせは info@nyseikatsu.com
ニューヨーク生活プレス社

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
桜
日
和

写
真
・
植
山
慎
太
郎

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
グ

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
墓
地
︵500 

25th St

︶
で
20
日
︵
火
︶
午

後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
初
の

花
見
祭
︵
ハ
ナ
ミ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
︶
が
開
催
さ
れ
る
。
同
墓

地
は
１
８
３
９
年
に
全
米
発
の

郊
外
墓
地
と
し
て
開
設
。
現
在

は
４
７
８
エ
ー
カ
ー
の
広
さ
を

誇
り
、
約
57
万
人
が
眠
っ
て
い

る
。
苑
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
樹

木
が
植
え
ら
れ
、
丘
の
上
で
見

事
な
花
を
咲
か
せ
る
枝
垂
れ
桜

に
始
ま
り
、
濃
い
ピ
ン
ク
の
寒

山
桜
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ク

ラ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

﹁
花
見
祭
﹂
で
は
ガ
イ
ド
の

案
内
で
花
見
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
音
楽
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
楽
し
み
、
樹
木
や
棲
息
す
る

野
生
動
物
に
つ
い
て
の
解
説
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
近

隣
に
あ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

シ
テ
ィ
ー
内
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ

ッ
ジ
と
の
協
働
で
、
お
菓
子
な

ど
が
提
供
さ
れ
る
。
雨
天
の
場

合
は
21
日
︵
水
︶
に
延
期
。

　

参
加
費
は
一
般
35
ド
ル
、
同

墓
地
会
員
30
ド
ル
。
申
し
込

み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.g

reen
-w

ood.com

か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

７
１
８
・
７
６
８
・
７
３
０
０
ま

で
。
な
お
同
墓
地
の
メ
イ
ン
ゲ

ー
ト
は
毎
日
午
前
７
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
、
入
場
無
料
。

ブルックリンで
花見祭 20 日

グリーンウッド墓地

８
日
、
内
田
久
美
子
さ
ん
撮
影

　

米
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
の
約
半
数
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
含
む
５
州
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
が
、
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
が
各

州
の
保
険
機
関
か
ら
集
め
た

デ
ー
タ
で
分
か
っ
た
。 

同
報

告
書
に
よ
る
と
、
最
新
の
７
日

間
の
感
染
者
数
45
万
２
０
０
０

人
の
う
ち

44
％
に
当
た
る

19
万
７
５
０
０
人
は
Ｎ
Ｙ
、
ミ

シ
ガ
ン
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
で
発
生
し
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
５
州
に
集
中

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:nynojofresh@gmail.com
mailto:info@nyseikatsu.com
https://www.green-wood.com
https://www.green-wood.com
https://www.green-wood.com
https://www.green-wood.com
https://www.green-wood.com
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日
米
首
脳
会
談
と
い
う
と
、

ゴ
ル
フ
や
会
食
を
通
じ
て
首
脳

間
の
個
人
的
な
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
も
の
と
い
う
印
象
が
あ

る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
は
そ

う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

あ
く
ま
で
日
本
の
国
益
を
守
る

た
め
の
例
外
的
な
行
動
だ
っ

た
。
実
際
に
は
双
方
の
外
交
当

局
が
事
前
に
政
策
を
調
整
し
た

上
で
、
首
脳
が
会
う
こ
と
で
最

終
的
な
決
定
が
さ
れ
て
、
共
同

記
者
会
見
な
り
共
同
声
明
と
し

て
発
表
さ
れ
る
の
が
正
式
だ
。

　

今
回
、
４
月
16
日
の
菅
総
理

と
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
会
談

は
、
そ
の
よ
う
な
﹁
あ
る
べ
き

姿
﹂
に
立
ち
戻
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
点
は
評
価
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
現
在
ま

で
の
報
道
で
は
、
か
な
り
具
体

的
な
テ
ー
マ
設
定
が
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
安
全
保
障
の
問
題

に
加
え
て
、
３
つ
の
分
野
に
関

し
て
日
米
で
の
作
業
部
会
の
設

置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

１
つ
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
対
策
だ
。
バ
イ
デ
ン
政

権
は
巨
額
の
補
正
予
算
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
加
速
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
ワ
ク
チ
ン
の
剰
余
が

出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
国
際
的

な
協
力
も
惜
し
ま
な
い
と
し
て

い
る
。
首
脳
会
談
を
契
機
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
へ
の

ワ
ク
チ
ン
の
提
供
が
得
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

２
つ
目
は
、
新
技
術
、
特
に

情
報
通
信
分
野
に
お
け
る
協
力

だ
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
半
導

体
製
造
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
テ
コ

入
れ
し
て
、
中
国
を
外
し
た
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
を
狙

っ
て
い
る
。
日
本
と
し
て
は
、

こ
れ
を
経
済
成
長
に
結
び
つ
け

た
い
と
い
う
思
惑
だ
。

　

３
つ
目
は
、
気
候
変
動
へ
の

対
策
だ
。
日
本
は
化
石
燃
料
依

存
体
質
を
強
め
て
き
た
が
、
菅

政
権
は
こ
れ
を
脱
却
す
る
と
既

に
言
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ

の
方
法
論
が
定
ま
ら
な
い
中

で
、
ア
メ
リ
カ
が
ど
う
支
援
す

る
か
注
目
が
さ
れ
る
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
３
点

に
つ
い
て
は
、
も
し
も
具
体
的

な
合
意
が
で
き
る
よ
う
な
ら
、

日
米
関
係
は
強
化
さ
れ
、
日
本

の
経
済
社
会
に
も
プ
ラ
ス
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
問
題
は

日
本
の
国
内
事
情
で
あ
る
。

　

菅
総
理
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と

五
輪
問
題
で
支
持
率
が
低
迷
し

て
お
り
、
解
散
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
で
は

専
門
職
の
柔
軟
な
増
員
の
で
き

な
い
硬
直
し
た
制
度
の
た
め

に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
、
コ
ロ
ナ

病
床
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応

は
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
厚
労
省
や
官
邸
に
は
、
で
き

な
い
理
由
を
語
る
自
由
も
な
い

よ
う
だ
。

　

一
方
の
五
輪
に
つ
い
て
は
、

費
用
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
国
内
で
は
外
国
か
ら
の
選

手
役
員
の
例
外
入
国
へ
の
反
発

が
あ
る
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
ま
な
い
日
本
で
の
大
会
に
は

海
外
か
ら
不
安
の
声
も
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
開
催
も
中
止

も
判
断
で
き
な
い
曖
昧
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

菅
総
理
の
能
力
の
問
題
で
は
な

く
、
日
本
型
組
織
の
弱
さ
が
露

呈
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
世

論
は
そ
の
不
満
を
官
邸
に
ぶ
つ

け
て
お
り
、
総
理
は
求
心
力
維

持
に
必
死
の
状
況
だ
。

　

そ
ん
な
中
で
、
こ
の
３
点
の

日
米
合
意
と
い
う
の
は
、
支
持

率
浮
上
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う

か
？
こ
の
点
に
も
不
安
が
あ

る
。ま
ず
ワ
ク
チ
ン
問
題
だ
が
、

仮
に
米
国
の
協
力
で
供
給
が
さ

れ
て
も
、
国
内
の
反
ワ
ク
チ
ン

世
論
が
噴
出
す
る
と
厄
介
だ
。

ま
た
、
接
種
は
医
師
に
限
り
、

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
区
で
し

か
接
種
は
で
き
な
い
制
度
下
で

は
、
供
給
が
増
え
て
も
接
種
は

進
ま
な
い
懸
念
が
あ
る
。

　

半
導
体
等
の
技
術
・
経
済
協

力
に
つ
い
て
は
、
世
論
の
反
発

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。だ
が
、

仮
に
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
日
本
進
出
が

更
に
強
化
さ
れ
て
も
、
日
本
が

部
品
工
場
と
市
場
と
し
て
、
よ

り
外
資
の
食
い
物
に
さ
れ
る
の

で
は
本
末
転
倒
だ
。

　

最
も
心
配
な
の
が
環
境
政
策

だ
。
こ
こ
へ
来
て
菅
総
理
は
、

福
島
第
一
原
発
の
冷
却
に
伴
っ

て
蓄
積
さ
れ
た
微
弱
な
放
射
性

物
質
を
含
む
汚
染
水
を
、
海
洋

放
出
す
る
方
向
で
腹
を
く
く
っ

て
い
る
。
こ
の
判
断
が
、
部
分

的
な
原
発
再
稼
働
の
実
現
に
結

び
つ
き
、
化
石
燃
料
依
存
体
質

を
緩
和
で
き
れ
ば
い
い
の
だ

が
、
反
対
に
汚
染
水
問
題
で
一

気
に
世
論
が
硬
化
す
る
と
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
排
出

ガ
ス
ゼ
ロ
化
を
達
成
で
き
な
く

な
る
。

　

菅
総
理
は
訪
米
成
功
に
よ
っ

て
、
支
持
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、

あ
わ
よ
く
ば
解
散
総
選
挙
で
政

権
の
テ
コ
入
れ
を
図
る
考
え
の

よ
う
だ
。だ
が
、コ
ロ
ナ
、五
輪
、

原
発
な
ど
に
つ
い
て
、
疑
心
暗

鬼
に
か
ら
れ
て
い
る
日
本
の
世

論
の
﹁
心
の
ヒ
ダ
﹂
が
、
総
理

の
思
惑
通
り
に
反
応
す
る
か
は

全
く
楽
観
を
許
さ
な
い
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

日
米
首
脳
会
談
に
浮
沈
を
か
け
る

菅
総
理
、
そ
の
思
惑
は
？

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン

メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
に

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
21
日
︵
水
︶

午
後
７
時
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
日
本
ク
ラ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
講
演

は
﹁
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
活
用

す
る
﹃
帝
王
学
﹄
〜
国
家
動
向

と
２
０
２
１
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦

帝
王
学
セ
ミ
ナ
ー

日
本
ク
ラ
ブ
21
日
に
開
催

略
を
紐
解
く
〜
﹂
と
題
し
、
帝

王
学
の
視
点
か
ら
今
年
の
日
米

の
国
家
動
向
を
読
み
、
ど
の
よ

う
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
が
有
効
な

の
か
を
紐
解
く
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
は
、帝
王
学
ス
ク
ー
ル
・

フ
ォ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
ス
運
営

会
社
のM

ikoto, Inc. 

代
表
・

紫
藤
由
美
子
さ
ん
＝
写
真
＝
。

　

２
５
０
０
年
前
の
古
代
中
国

が
発
祥
と
さ
れ
て
い
る
陰
陽
五

行
論
を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
え
で

あ
る
﹃﹁
帝
王
学
﹂
は
、
日
本

の
飛
鳥
時
代
に
伝
わ
り
、
国
の

為
政
者
が
国
家
を
治
め
る
た
め

に
活
用
し
て
い
た
学
問
。
古
く

は
孫
子
の
兵
法
の
元
に
も
な
っ

て
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
技
術
は
現
代
に
も
脈
々
と
受

け
継
が
れ
、
会
社
の
経
営
、
個

人
の
人
生
の
運
気
を
改
良
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

予
約
︵
任
意
でC

O
V

ID
-19 

Fund

へ

の

寄

付

︶。

日

本

ク
ラ
ブ
会
員
以
外
も
参
加
可

能
。

定

員

５

０

０

人
。

申

し

込

み
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

nipponclub.org/activity_
even

t_list/?d=2021-04-
21&

lang=ja

を
参
照
。

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
７

日
、
５
月
29
日
︵
土
︶
メ
モ
リ

ア
ル
デ
ー
の
週
末
か
ら
市
内
８

か
所
の
海
水
浴
場
を
、
市
内
48

か
所
の
公
共
プ
ー
ル
は
６
月
28

日
︵
月
︶
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る

と
発
表
し
た
。
ビ
ー
チ
で
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、

ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
が
監
視
を
行

う
。
オ
ー
プ
ン
す
る
海
水
浴
場

は
次
の
通
り
。
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ビ
ー
チ

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
︶、
ロ
ッ
カ
ウ

ェ
ー
ビ
ー
チ
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド

ビ
ー
チ
︵
ク
イ
ー
ン
ズ
︶、
オ

ー
チ
ャ
ー
ド
ビ
ー
チ
︵
ブ
ロ
ン

ク
ス
︶、
サ
ウ
ス
ビ
ー
チ
、
シ

ー
ダ
ー
グ
ロ
ー
ブ
ビ
ー
チ
、
ウ

ォ
ル
フ
ズ
ポ
ン
ド
ビ
ー
チ
︵
ス

タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
︶。　
　

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
会
見
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
述
べ
、
感
染
状
況
が

改
善
さ
れ
た
場
合
は
規
制
が
緩

和
さ
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し

た
。
ま
た
、
市
公
園
局
が
制
作

し
た
長
さ
６
フ
ィ
ー
ト
の
﹁
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
・
タ

オ
ル
﹂
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と

宣
伝
し
た
。
こ
の
タ
オ
ル
は
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
動
物
園
の
前

に
あ
る
Ｎ
Ｙ
Ｃ
パ
ー
ク
ス
・
ス

ト
ア
︵
５
番
街
８
３
０
番
地
、

64
丁
目
︶
で
販
売
中
。
価
格
は

28
ド
ル
50
セ
ン
ト
。
昨
夏
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
同
ス
ト
ア
の
営
業

開
始
が
延
期
さ
れ
た
。

　

同
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
は

４
６
０
万
人
以
上
に
接
種
さ

れ
、
１
日
当
た
り
の
平
均
陽
性

率
は
６
・
５
２
％
に
抑
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
判

断
に
至
っ
た
。 

昨
年
、
過
去

１
０
０
年
間
で
初
め
て
休
園
し

た
コ
ニ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
が
９

日
一
部
オ
ー
プ
ン
し
た
。
人
気

の
ル
ナ
・
パ
ー
ク
と
デ
ィ
ノ
ズ
・

ワ
ン
ダ
ー
・
ウ
ィ
ー
ル
は
利
用

者
人
数
を
33
％
に
制
限
し
て
営

業
し
て
い
る
。

　

男
子
ゴ
ル
フ
の
メ
ジ
ャ
ー
、

マ
ス
タ
ー
ズ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
11
日
、
松
山
英
樹
︵
29
︶
が

大
会
初
優
勝
、
日
本
男
子
初
の

メ
ジ
ャ
ー
制
覇
を
果
た
し
、
米

メ
デ
ィ
ア
は
相
次
い
で
大
き
く

報
道
し
た
。

　

Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー
の
公
式
ツ
イ

ッ
タ
ー
は
﹁
松
山
英
樹
が
歴
史

的
快
挙
！
マ
ス
タ
ー
ズ
で
優
勝

し
日
本
初
の
男
子
メ
ジ
ャ
ー
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
﹂
、
ゴ
ル
フ
専

門
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ザ
・
ゴ
ル
フ
・

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
﹁
松
山
英
樹
が

日
本
初
の
男
子
メ
ジ
ャ
ー
優
勝

を
果
た
す
﹂
と
報
じ
た
。
最
終

日
も
リ
ー
ド
を
失
わ
ず
首
位
を

守
り
切
っ
た
プ
レ
ー
を
賞
賛
す

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
専
門

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
の
ほ

か
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ス
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
な

ど
含
め
ほ
と
ん
ど
の
メ
デ
ィ
ア

が
﹁
日
本
男
子
初
﹂
を
添
え
て

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
速
報
し
た
。

　

記
事
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
が
12
日
付
け
で
1
面

に
﹁
オ
ー
ガ
ス
タ
で
歴
史
的
快

挙
﹂
と
の
タ
イ
ト
ル
で
松
山
選

手
の
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
を
掲

載
、　

日
本
の
松
山
英
樹
が
、

ア
ジ
ア
生
ま
れ
と
し
て
初
の
マ

ス
タ
ー
ズ
優
勝
﹂
と
説
明
し

た
。
記
事
で
は
、
冷
静
で
粘
り

強
い
松
山
選
手
を
賞
賛
す
る
と

と
も
に
、﹁
ア
ジ
ア
人
と
ア
ジ

ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
人

種
差
別
的
な
暴
力
に
対
す
る
不

安
の
時
に
起
き
た
﹂
と
全
米
で

広
が
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
人
憎
悪

問
題
に
も
触
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ポ
ス
ト
︵
電
子
版
︶
は
﹁
松

山
英
樹
が
マ
ス
タ
ー
ズ
優
勝
で

歴
史
を
刻
む
﹂
と
の
タ
イ
ト
ル

で
﹁
う
ま
く
い
け
ば
私
が
日
本

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
り
、
他
の

多
く
の
人
が
続
い
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
水
門
を
開
け
ら
れ
て

嬉
し
い
﹂
と
の
コ
メ
ン
ト
を
紹

介
し
、﹁
彼
は
そ
う
な
る
べ
き
﹂

と
書
い
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ

ス
ト
︵
電
子
版
︶
は
松
山
選
手

に
つ
い
て
﹁
自
信
と
冷
静
さ
﹂

で
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
と
評

価
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
相
次
い
で

祝
福
と
賛
辞
を
送
っ
た
。
マ
ス

タ
ー
ズ
で
５
度
優
勝
し
た
タ

イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
は
、﹁
ゴ
ル

フ
界
全
体
に
影
響
を
与
え
る
﹂

﹁
君
と
君
の
国
に
と
っ
て
と
て

も
大
き
な
成
果
だ
﹂
と
ツ
イ
ー

ト
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
は
、
ウ
ィ

ニ
ン
グ
パ
ッ
ト
決
め
た
時
も
喜

び
を
爆
発
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

は
な
く
、
冷
静
な
表
情
の
松
山

選
手
を
指
摘
す
る
声
が
数
多
く

あ
が
っ
た
。
帽
子
を
脱
ぎ
、
コ

ー
ス
に
向
か
っ
て
一
礼
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
賞
賛
す
る
コ
メ

ン
ト
が
相
次
い
だ
。
動
画
再
生

は
そ
の
日
の
う
ち
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ

１
８
２
万
回
、
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
が

82
万
回
を
超
え
た
。

マ
ス
タ
ー
ズ
優
勝
の
松
山
英
樹

冷
静
さ
と
礼
儀
正
し
さ
称
賛

優
勝
を
決
め
フ
ァ
ン
に
応

え
る
松
山
選
手
︵
Ｅ
Ｓ
Ｐ

Ｎ
動
画
画
面
か
ら
︶

https://www.nipponclub.org/activity_event_list/?d=2021-04-21&lang=ja
https://mikoto-inc.com/global/
http://www.919usa.com
http://www.rostamilaw.com
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ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム︵
43
丁
目
３
６
０
番
地
︶

の
前
で
起
き
た
65
歳
の
ア
ジ
ア

人
女
性
暴
行
事
件
に
関
し
て
、

６
日
、
建
物
の
中
か
ら
暴
行
の

様
子
を
目
撃
し
て
い
た
ド
ア
マ

ン
と
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
解
雇

し
た
と
ビ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
社
が
発
表
し
た
。

　

監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
に
は
、

暴
行
の
様
子
を
た
だ
見
て
い
る

配
達
人
の
姿
や
、
暴
行
男
が
去

っ
た
後
で
道
路
に
う
ず
く
ま
っ

て
い
る
女
性
を
前
に
ド
ア
を
閉

め
た
ス
タ
ッ
フ
が
映
っ
て
い

た
。
男
性
ら
は
女
性
を
助
け
よ

う
と
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
非

難
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

た
が
、
ド
ア
マ
ン
と
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
2
人
は
、
男
が
ナ
イ

フ
を
出
す
の
を
見
た
た
め
止
め

に
入
ら
な
か
っ
た
と
説
明
し
て

い
た
と
い
う
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
社
は
解
雇
理
由
を
﹁
必
要
な

緊
急
・
安
全
手
順
が
遵
守
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
﹂
と
し
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
場
合
の
緊
急

対
応
手
順
な
ど
、
再
教
育
を
実

施
す
る
と
述
べ
た
。

ドアを閉めた

ドアマン解雇

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
広
が
る
ア

ジ
ア
人
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
の
増
加
に
伴

い
、
ア
ジ
ア
人
の

高
齢
者
や
女
性
に

対
し
て
配
車
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
金

を
一
部
負
担
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

発
起
人
の
マ
デ

ィ
・
パ
ク
さ
ん
は

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

︵@
cafem

addy-
cab

︶
を
開
設
し
、

ア
ジ
ア
人
の
高
齢

者
や
女
性
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
々
に

対
し
、
ウ
ー
バ
ー
と
リ
フ
ト
の

利
用
料
金
を
最
大
40
ド
ル
ま
で

提
供
す
る
と
発
表
し
た
。
パ

ク
さ
ん
は
自
己
資
金
と
友
人

ら
の
援
助
を
受
け
、

２
０
０
０
ド
ル
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ス
タ
ー
ト
。
寄
付
を

呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
わ
ず
か

2
日

間
で
10
万
ド
ル
が

集
ま
っ
た
と
い
う
。

サ
ー
ビ
ス
は
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
、
ク
イ
ー
ン

ズ
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
。

使
い
方
は
前
出
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
参
照
す
る
。
寄

付

はV
enm

o (@
cafem

addyC
A

B
)

で

も

受

け
付
け
て
い
る
。

女性にタクシー代

提供します。

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは、地域社
会や世界への貢献のためさまざまな活動をして
います。
■ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ
第13回春のサクラフェア 特別講座をインター
ネット配信（第２弾）
日本で人気の有名講師陣がYouTubeで講演配信 
4月25日(日)〜5月2日(日)まで公開中 
【講師】
山口里美（司法書士）
 どうする住まい？お金？  これからのおひと

りさまの備え 
小池理雄（五ツ星お米マイスター） 
 お米屋さんが教える「お米を楽しく、美味し

く食べる方法」 
岩崎真理依（ロースイーツ講師) 
 自宅で簡単！デトックス効果で元気になれる

「健康ロースイーツ」 
うまさきせつこ（ダンスインストラクター） 
 痛みなく使える体！誰でもできる楽チン簡単

ストレッチ７選 
・参加無料 
・視聴を希望する場合は事前に申し込みが必要
申し込み先：ＮＹ日系人会　
　電話: 212-840-6942、Eメール: info@jaany.org 
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
に
よ
れ

ば
、
３
月
だ
け
で
ア
ジ
ア
系
市

民
に
対
し
少
な
く
と
も
33
件
の

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
︵
憎
悪
犯
罪
︶

が
起
き
た
。
市
警
は
取
り
締
ま

り
強
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
４

月
に
入
っ
て
も
止
む
気
配
が
な

い
状
態
だ
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
イ
ー
ス

ト
・
フ
ラ
ッ
ト
ブ
ッ
シ
ュ
に
あ

る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
で
５
日

午
後
５
時
頃
、
女
が
店
の
カ
ウ

ン
タ
ー
に
無
断
で
入
っ
た
た

め
ア
ジ
ア
系
の
女
性
従
業
員

︵
47
︶
が
と
が
め
た
と
こ
ろ
、

女
は
洗
剤
の
ボ
ト
ル
で
従
業
員

の
頭
を
地
面
に
倒
れ
る
ま
で
何

度
も
殴
り
、
逃
走
し
た
。
女
性

従
業
員
は
軽
傷
を
負
っ
た
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
も
７
日
午
後
７

時
36
分
頃
、
グ
ラ
ン
ド
通
り
で

屋
外
で
食
事
を
し
て
い
た
２
人

の
ア
ジ
ア
人
に
女
が
近
づ
き
、

ア
ジ
ア
人
へ
の
差
別
的
言
動
を

し
た
う
え
で
一
人
の
女
性
の
顔

を
引
っ
叩
い
た
。
警
察
は
そ
れ

ぞ
れ
防
犯
カ
メ
ラ
に
映
っ
た
動

画
を
公
開
し
、
犯
人
の
行
方
を

追
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
は
７

日
、
ア
ジ
ア
人
に
対
す
る
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
︵
憎
悪
犯
罪
︶
お

よ
び
暴
行
事
件
関
連
で
容
疑
者

２
人
を
逮
捕
・
起
訴
し
た
と
発

表
し
た
。

　

一
人
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ジ
ャ

ッ
ク
被
告
︵
33
︶
で
、
４
月
３

日
午
後
６
時
頃
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
に
あ
る
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

で
、
ア
ジ
ア
系
従
業
員
︵
26
︶

が
万
引
き
し
よ
う
と
し
た
男
を

止
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
男

は
ア
ジ
ア
人
へ
の
差
別
的
言
動

を
吐
き
な
が
ら
、
従
業
員
の
顔

を
数
回
殴
っ
た
。
も
う
一
人
は

ジ
ョ
セ
フ
・
ル
ッ
ソ
被
告
で
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
シ
ー
プ
ス
ヘ

ッ
ド
ベ
イ
に
あ
る
食
料
品
店
で

５
日
午
前
11
時
頃
、
買
い
物
客

の
ア
ジ
ア
系
男
性
︵
77
︶
を
地

面
に
押
し
倒
す
な
ど
暴
行
行
為

を
働
い
た
。
ル
ッ
ソ
容
疑
者
は

こ
の
ほ
か
に
も
３
月
22
日
に
ミ

ッ
ド
ウ
ッ
ド
で
ア
ジ
ア
系
女
性

︵
33
︶
の
髪
を
引
っ
張
る
な
ど

行
為
を
し
た
こ
と
が
防
犯
カ
メ

ラ
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
グ
レ

ー
ブ
セ
ン
ド
で
も
ア
ジ
ア
系
女

性
︵
64
︶
を
突
き
飛
ば
し
た
疑

い
が
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
ア
ジ

ア
系
へ
の
犯
罪
行
為
を
取
り
締

ま
る
た
め
私
服
警
官
を
増
や
し

て
お
り
、
現
場
で
の
逮
捕
に
至

っ
た
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。
チ

ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
は
７
日
、
女

が
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
に
入
り
、
ア

ジ
ア
系
の
従
業
員
に
﹁
お
前
ら

が
こ
の
国
に
コ
ロ
ナ
を
持
ち
込

ん
だ
﹂な
ど
と
罵
倒
。
そ
の
後
、

店
を
出
て
歩
道
に
い
た
通
行
人

ら
に
﹁
モ
ン
キ
ー
﹂﹁
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
、
マ
ザ
ー
・
Ｆ
＊
＊
＊
﹂

な
ど
叫
び
続
け
た
。
居
合
わ
せ

た
私
服
警
官
が
そ
の
場
で
逮
捕

＝
写
真
＝
。
女
は
シ
ャ
ロ
ン
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
被
告
︵
50
︶
で

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム︵
憎
悪
犯
罪
︶

と
な
る
悪
質
な
嫌
が
ら
せ
行
為

罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

　

９
日
に
は
、
ペ
ン
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
近
く
の
７
番
街
33
丁
目
付

近
で
午
後
４
時
30
分
頃
、
私
服

警
官
と
知
ら
ず
、﹁
墓
場
に
た

ど
り
着
く
前
に
中
国
に
帰
れ
﹂

﹁
小
便
を
か
け
、
顔
を
は
た
く

ぞ
﹂
な
ど
と
脅
し
た
男
が
逮
捕

さ
れ
た
。犯
人
の
ジ
ュ
ビ
ア
ン
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
容
疑
者
︵
35
︶
は

麻
薬
や
暴
行
な
ど
過
去
20
件
以

上
の
逮
捕
歴
が
あ
っ
た
。

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
ネ
イ
ル
サ

ロ
ン
で
従
業
員
を
罵
倒
し
て
逮

捕
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
容
疑

者
︵
地
元
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
︶

﹁
モ
ン
キ
ー
！
﹂
路
上
で
罵
倒

犯
罪
急
増
、
取
り
締
ま
り
強
化

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
が
開
催
す
る
第
13

回
Ｊ
Ａ
Ａ
春
の
サ
ク
ラ
フ
ェ
ア

ー
で
、
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
と

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
共
催
企
画
﹁
邦
人
安
全
対
策

虎
の
巻
﹂
が
29
日
︵
木
︶
正
午

か
ら
１
時
間
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
市
警
察
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
の

現
役
担
当
官
が
犯
罪
か
ら
の
身

の
守
り
方
な
ど
を
含
め
、
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
ア
ジ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
安
全

対
策
と
し
て
講
演
す
る
。 

質

問
は
事
前
に
受
け
付
け
る
。
申

し
込
み
は
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
の
Ｅ

メ
ー
ル　

info@
jaany.org

警
察
官
が
安
全
対
策
講
演

Ｊ
Ａ
Ａ
春
の
サ
ク
ラ
フ
ェ
ア
で
29
日

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
14
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
地
下
鉄
の
治
安
に
関
す
る
注

意
喚
起
を
発
信
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
在
留
邦
人
か
ら
、
4
月

7
日
夜
、
友
人
と
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
地
区
の
地
下
鉄
Ｇ
線
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
街
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
地
下
鉄
を
待
っ
て
い

た
際
、
見
知
ら
ぬ
男
に
腕
を
掴

ま
れ
て
線
路
に
引
き
ず
り
下
ろ

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
他
の
乗
客
が
止
め

に
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
加
害
者

は
い
っ
た
ん
現
場
を
去
っ
た
も

の
の
、
5
分
後
に
再
び
現
れ
て

被
害
者
に
暴
行
を
加
え
よ
う
と

し
、
改
め
て
他
の
乗
客
が
被
害

者
を
取
り
囲
ん
で
守
っ
た
た

め
、
加
害
者
は
よ
う
や
く
立
ち

去
っ
た
。
被
害
者
は
そ
の
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
︶
に
被
害
届
け
を
出
し
、

総
領
事
館
に
も
連
絡
し
た
。

腕
つ
か
ま
れ
危
う
く
線
路
に

日
本
人
地
下
鉄
駅
で
襲
わ
れ
る

http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@jaany.org
http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://www.oishinbo-ny.com/
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私
は
こ
の
春
か
ら
大
阪
市
立

大
学
院
の
２
回
生
に
な
り
ま

す
。
専
攻
は
﹁
都
市
経
営
﹂
。

い
わ
ゆ
る
﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
の

学
問
だ
。
さ
ら
に
、
や
は
り
そ

こ
は
学
校
。
ど
う
し
て
も
自
分

の
興
味
の
な
い
も
の
で
も
﹁
必

須
科
目
﹂
で
あ
れ
ば
、
そ
の
中

か
ら
い
く
つ
か
は
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
科
目
も
あ
っ
た
り

す
る
。
必
須
科
目
と
必
須
科
目

の
間
の
1
時
間
が
ぽ
っ
か
り
空

い
て
し
ま
い
、
そ
の
時
間
喫
茶

店
に
行
っ
た
り
ぼ
ー
っ
と
し
た

り
も
で
き
る
の
だ
が
、
﹁
ま
あ

勉
強
し
と
く
か
﹂
程
度
の
気
持

ち
で
、
ち
ょ
う
ど
﹁
経
営
倫

理
﹂
が
余
っ
て
い
た
。
﹁
今
さ

ら
倫
理
﹂
と
は
思
っ
て
み
た
け

れ
ど
、
思
っ
て
み
た
か
ら
余
計

に
半
笑
い
で
取
っ
て
み
る
こ
と

に
し
た
。

　

第
１
回
目
の
講
義
が
今
日
行

わ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
意
外

に
ハ
マ
っ
た
。
教
授
か
ら
の
一

つ
目
の
投
げ
か
け
が
﹁
あ
な
た

の
日
常
で
倫
理
を
ど
う
認
識

し
て
い
ま
す
か
﹂
と
い
う
問

い
。
な
ん
と
い
う
か
。
﹁
大
喜

利
か
？
﹂
と
感
じ
た
が
、
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
と
問
わ
れ
る

と
、
全
く
な
い
こ
と
に
も
気
づ

い
た
。
自
分
の
物
事
の
判
断
基

準
の
こ
と
を
問
わ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
社

会
的
規
範
や
ル
ー
ル
、
ま
た
は

常
識
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
﹁
倫

理
か
﹂
と
い
わ
れ
る
と
そ
う
で

は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
教
授

は
一
人
一
人
に
発
表
の
機
会
を

与
え
て
く
れ
、
６
番
目
に
私
に

回
っ
て
き
た
。
自
己
紹
介
が
て

ら
、
私
の
仕
事
の
話
か
ら
始
め

た
。﹁
私
は
、
業
務
と
し
て
携

わ
っ
て
い
る
介
護
コ
ン
プ
ラ
イ

日
本
の
介
護
と
倫
理
学

ア
ン
ス
か
ら
、
介
護
が
日
常
業

務
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
す
る
側
と

受
け
る
側
が
い
て
、
そ
の
サ
ー

ビ
ス
の
対
価
は
も
ち
ろ
ん
受
け

る
側
が
払
う
の
だ
が
、
そ
の
価

格
は
１
割
の
負
担
で
し
か
な

く
、
９
割
が
国
の
負
担
で
あ
る

こ
と
。そ
れ
を
前
提
と
す
れ
ば
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
倫
理
と
い

う
よ
り
も
法
律
の
是
非
で
決
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
側
に
も

受
け
る
側
に
も
割
り
切
っ
た
関

係
で
し
か
な
く
、
介
護
保
険
制

度
は
そ
こ
に
人
間
と
し
て
の
温

か
み
ま
で
は
求
め
て
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
価

が
あ
る
以
上
は
﹃
顧
客
満
足
﹄

も
あ
る
べ
き
だ
が
、
そ
こ
に
は

一
般
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
10
割

負
担
が
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
評

価
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
介
護
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
は
ま
だ
日
本
で
は
﹃
恥

ず
か
し
い
﹄
と
い
う
概
念
も
残

っ
て
い
る
た
め
、
出
来
る
こ
と

な
ら
ば
﹃
他
人
に
迷
惑
は
か
け

た
く
な
い
﹄
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

へ
の
後
ろ
め
た
さ
す
ら
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
私
は
﹃
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
﹄
が
﹃
悪
﹄
だ
と

感
じ
る
日
本
の
倫
理
・
慣
習
の

分
岐
点
に
来
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
﹂
と
答
え
ま
し
た
。

　

倫
理
の
授
業
の
１
回
目
だ
っ

た
た
め
、
教
授
か
ら
は
﹁
ち
ょ

う
ど
授
業
の
後
半
の
方
で
﹃
他

者
無
危
害
﹄
と
い
う
医
療
倫
理

の
道
徳
規
則
に
当
て
は
ま
る
た

め
、
お
っ
て
話
し
合
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
現

場
で
は
定
期
的
な
倫
理
委
員
会

も
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
企
業

経
営
の
上
で
の
倫
理
は
海
外
で

の
Ｍ
Ｂ
Ａ
で
は
必
須
で
す
が
、

日
本
で
は
優
先
度
が
低
い
こ
と

が
今
後
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
﹂と
感
想
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

世
界
中
の
価
値
観
が
大
き
な

う
ね
り
を
あ
げ
て
変
化
し
て
い

っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
た
ま

た
ま
﹁
倫
理
学
﹂
に
接
す
る
機

会
を
得
た
こ
と
は
、
セ
レ
ン
デ

ィ
ピ
テ
ィ
な
の
で
は
な
い
か
。

10
年
後
に
﹁
あ
の
時
の
あ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
出
会
わ
な
か
っ
た

ら
、
今
の
私
は
な
か
っ
た
﹂
と

い
う
の
は
大
袈
裟
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、﹁
老
後
は
迷

惑
か
け
た
く
な
い
﹂
と
い
う
価

値
か
ら
﹁
老
後
は
い
ろ
ん
な
も

の
の
お
世
話
に
な
ろ
う
﹂
と
い

う
日
本
を
つ
く
る
こ
れ
か
ら
の

10
年
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
日
常
の
ス
ル
ー
し
て
し
ま

い
そ
う
な
こ
と
に
気
づ
く
余
裕

も
持
ち
た
い
も
の
で
す
ね
。
コ

ロ
ナ
禍
で
も
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org
【TEL】81-3-3226-3240

【E-Mail】nenkinichikawa@gmail.com 

65
歳
以
降
に
受
け
取
る

日
本
の
老
齢
年
金
と
は

　

日
本
の
年
金
制
度
は
少
な
く

と
も
米
国
年
金
と
比
べ
る
と
複

雑
で
す
。
そ
の
複
雑
な
個
所
の

一
つ
が
65
歳
に
な
る
と
き
の
手

続
き
で
す
。
そ
の
点
を
今
回
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

１　

日
本
の
年
金
の
受
給
開
始

年
齢
は
基
本
65
歳
で
す
。
た
だ

し
、
厚
生
年
金
の
受
給
資
格
の

あ
る
男
性
で
昭
和
36
年
４
月
１

日
、
女
性
で
昭
和
41
年
４
月
１

日
以
前
の
生
年
月
日
の
方
は
早

い
方
で
60
歳
か
ら
受
給
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
が
特
別

支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
す
。

２　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
の
受
給
者
の
方
が
65
歳
に
な

る
と
、
今
ま
で
受
け
取
っ
て
い

た
年
金
に
代
わ
り
、
新
た
に
老

齢
年
金
と
呼
ば
れ
る
年
金
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
が

老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
に
分
か
れ
て
受
け
取
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金

は
厚
生
年
金
の
定
額
部
分
と
、

も
し
そ
の
方
が
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
れ
ば
そ
の
合
計
の
年

金
額
と
な
り
ま
す
。
老
齢
厚
生

年
金
は
65
歳
ま
で
受
け
取
っ
て

い
た
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
と
基
本
的
に
同
額
の
年
金
額

で
す
。

３　

65
歳
か
ら
の
老
齢
年
金
の

受
給
手
続
き

︵
１
︶
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
の
受
給
者
で
な
い
方　

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
者
で
な
い
方
と
は
、
①

国
民
年
金
の
加
入
者
、
②
厚
生

年
金
の
加
入
期
期
間
が
１
年
未

満
の
方
で
す
。
年
金
事
務
所
で

受
給
申
請
手
続
を
行
い
受
理
さ

れ
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

開
始
と
な
り
ま
す
。
ま
た
65
歳

か
ら
繰
り
下
げ
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
申
請
手
続
き
の
際
そ

の
旨
申
し
出
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

︵
２
︶
特
別
支
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
の
方　

　

65
歳
に
な
る
前
月
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
自
宅
に
ハ
ガ
キ
形

式
の
﹁
年
金
請
求
書
︵
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給

付
︶
﹂
が
届
き
ま
す
。
ハ
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
在
留

証
明
書
と
一
緒
に
返
送
す
れ
ば

手
続
き
は
完
了
で
す
。
国
民
年

金
の
受
給
申
請
手
続
き
も
ハ
ガ

キ
を
返
送
す
る
こ
と
で
完
了

し
、
わ
ざ
わ
ざ
年
金
事
務
所
で

新
た
に
国
民
年
金
の
申
請
の
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
66
歳
以
降
に
受
給

を
繰
り
下
げ
て
年
金
額
を
増
や

し
た
い
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
に
書

か
れ
て
い
る
繰
り
下
げ
希
望
欄

に
そ
の
旨
記
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
希
望
欄
に
は
、“
﹁
老

齢
基
礎
年
金
の
み
繰
下
げ
希

望
﹂﹁
老
齢
厚
生
年
金
の
み
繰

下
げ
希
望
﹂
の
い
ず
れ
か
を
〇

で
囲
ん
で
く
だ
さ
い“

と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
老

齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金

の
両
方
の
繰
下
げ
を
希
望
す
る

場
合
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４　

余
談　

先
日
フ
ラ
ン
ス
在

住
の
方
か
ら
自
分
は
両
方
の
年

金
の
繰
り
下
げ
を
希
望
す
る
の

で
ハ
ガ
キ
の
返
送
を
す
る
こ
と

な
く
何
も
せ
ず
に
い
た
と
こ

ろ
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ

キ
の
返
信
が
な
い
旨
の
手
紙
が

届
い
た
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
早

速
年
金
事
務
所
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、﹁
第
２
回
目
の
レ
タ
ー

は
無
視
し
て
返
事
を
出
さ
な
い

で
お
け
ば
Ｏ
Ｋ
で
、
自
動
的
に

繰
り
下
げ
処
置
が
と
ら
れ
ま

す
﹂
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
２

回
目
の
手
紙
が
出
さ
れ
た
理
由

は
と
聴
き
ま
し
た
ら
﹁
第
１
回

目
の
レ
タ
ー
の
返
事
が
な
い
方

に
投
函
を
忘
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

を
想
定
し
て
出
し
た
﹂
と
の
こ

と
で
し
た
。
私
か
ら
は
、
現
在

の
シ
ス
テ
ム
で
は
不
備
で
あ

り
、
今
回
の
様
に
無
駄
な
混
乱

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
と

経
費
の
無
駄
が
発
生
す
る
の

で
、
両
方
の
年
金
を
繰
り
下
げ

の
場
合
も
そ
の
旨
意
思
表
示
を

し
て
返
事
を
出
す
よ
う
に
変
更

す
べ
き
と
日
本
年
金
機
構
に
申

し
入
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
７
日
、

バ
ス
の
車
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
﹁
モ
バ
イ

ル
・
ワ
ク
チ
ン
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
﹂

を
開
始
し
た
。
合
計
20
台
の
バ

ス
を
投
入
し
、
独
立
系
レ
ス
ト

ラ
ン
業
界
を
擁
護
す
る
団
体
レ

ス
ト
ラ
ン
ズ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ

ン
グ
・
ア
ド
ボ
ケ
イ
テ
ィ
ン
グ

＆
リ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
︵
Ｒ
Ｏ
Ａ

Ｒ
︶
と
提
携
す
る
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い

市
民
を
優
先
的
に
、
１
台
で
１

日
当
た
り
１
５
０
〜
２
０
０
回

の
接
種
を
行
う
。

　

各
車
両
は
、
受
付
、
６
室
の

接
種
室
、
ワ
ク
チ
ン
を
保
存
す

る
冷
蔵
庫
、
障
害
者
用
リ
フ
ト

を
完
備
し
、
英
語
の
ほ
か
ス
ペ

イ
ン
語
、
上
海
語
、
広
東
語
を

話
す
ス
タ
ッ
フ
が
乗
員
す
る
。 

　

移
動
会
場
と
し
て
機
能
す
る

バ
ス
が
目
指
し
た
最
初
の
場

所
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
サ
ン
セ

ッ
ト
パ
ー
ク
で
は
、
近
隣
住
民

が
予
約
・
接
種
の
た
め
の
行
列

を
つ
く
っ
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
バ
ス

Ｎ
Ｙ
市
内
20
台
投
入

週刊ＮＹ生活 デジタル版

に掲載されている広告を

クリックすると、

広告主のサイトや連絡先に

リンクで飛べて大変便利です。

是非、ご活用下さい！！

www.nyseikatsu.com

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:nenkinichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
http://www.nyseikatsu.com
https://www.takenakapartners.com/
https://www.hondag.com
https://www.mtckitchen.com
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死
亡
を
原
因
と
し
て
支
払
わ

れ
る
生
命
保
険
金
は
、
亡
く
な

っ
た
人
が
生
前
か
ら
所
有
し
て

い
た
財
産
︵
遺
産
︶
で
は
な
く
、

契
約
上
受
取
人
と
し
て
指
定
さ

れ
た
相
続
人
の
固
有
の
財
産
で

あ
り
、
民
法
上
遺
産
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
生
命

保
険
金
は
遺
産
分
割
協
議
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

相
続
放
棄
を
し
て
も
生
命
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
相
続
税
法
上
は

取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。
被

相
続
人
が
保
険
料
を
負
担
し
て

い
た
契
約
に
つ
い
て
は
相
続
税

の
計
算
上
は
み
な
し
相
続
財
産

と
さ
れ
て
、
相
続
税
の
課
税
の

783

日
本
の
相
続
37 

生
命
保
険
金
と
相
続
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

本
来
は
相
続
財
産
で
は
な

い
が
、
被
相
続
人
の
死
亡
を
原

因
と
し
て
、
相
続
人
の
も
と
に

入
っ
て
き
た
財
産
を
税
法
上

み
な
し
財
産
と
し
て
課
税
対

象
と
す
る
も
の
に
次
が
あ
り

ま
す
。

▽
死
亡
保
険
金
︵
生
命
保
険

金
・
損
害
保
険
金
︶
＝
被
相
続

人
が
保
険
料
を
負
担
し
た
も

の
。
生
命
保
険
金
は
法
定
相
続

人
一
人
に
つ
き
５
０
０
万
円

が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

▽
死
亡
退
職
金
、
功
労
金
、

弔
慰
金
＝
死
亡
後
３
年
以
内

に
支
給
が
確
定
し
た
も
の
。

法
定
相
続
人
一
人
に
つ
き

５
０
０
万
円
が
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

▽
生
命
保
険
契
約
に
関
す
る

権
利
＝
保
険
契
約
者
・
受
取
人

が
死
亡
し
て
被
保
険
者
が
生

存
の
場
合
に
継
承
さ
れ
る
権

利▽
個
人
年
金
な
ど
定
期
的
に

現
金
が
給
付
さ
れ
る
定
期
金

の
権
利

▽
遺
言
に
よ
っ
て
受
け
た
利

益
︵
借
金
の
免
除
な
ど
︶

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
︶

バ
イ
デ
ン
政
権
の

米
国
移
民
法
政
策

クイック USA

43

バ
イ
デ
ン
大
統
領 

＄
１
・
９T

rillion

の

C
O

V
ID

-1
9

救
済
法
に
署
名
︵
２
︶

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
5
月
5

日
︵
水
︶、
パ
ソ
コ
ン
教
室
と

の
共
催
で
ズ
ー
ム
に
よ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
初
心
者
の
方
の
た
め
の

﹁H
T

M
L/C

SS

︻
無
料
︼
オ
ン

ラ
イ
ン
体
験
ク
ラ
ス
﹂
を
開
催

す
る
。H

T
M

L

とC
SS

は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︶

を
つ
く
る
た
め
の
最
も
基
本
的

な
言
語
。
こ
の
２
つ
の
言
語
を

学
ぶ
こ
と
で
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
づ

く
り
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。無
料
体
験
ク
ラ
ス
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る
た
め

に
勉
強
し
て
み
た
い
が
﹁
プ
ロ

グ
ラ
ム
初
心
者
で
も
大
丈
夫

か
？
﹂﹁
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
い

け
る
か
心
配
﹂﹁
本
コ
ー
ス
を

受
け
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
つ

く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
？
﹂
な

ど
の
疑
問
や
不
安
を
持
つ
人

に
、
実
際
に
簡
単
なH

T
M

L

とC
SS

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
不
安
や

疑
問
に
お
応
え
る
。
内
容 

は

H
T

M
L/C

SS

の
基
本
操
作
の

体
験
と
質
疑
・
応
答
。
定
員
20

人
︵
先
着
順
︶。
申
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
氏
名
︵
ロ
ー
マ
字

の
フ
ル
ネ
ー
ム
︶、
住
所
、
電

話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
記
載
し

Ｅ
メ
ー
ル quick@

919usa.
com

　

ま
で
。

20日オンライン
セミナー開催

　

フ
ラ
ゴ
メ
ン
法
律
事
務
所
、

商
工
会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
、

日
本
ク
ラ
ブ
の
共
催
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
﹁
バ
イ
デ
ン
政
権
に
お
け
る
、

ア
メ
リ
カ
移
民
法
政
策
〜
日
本

企
業
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
〜
﹂
が

20
日
︵
火
︶
午
前
11
時
か
ら
正

午
ま
で
、
ズ
ー
ム
を
使
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
フ
ラ
ゴ
メ

ン
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
、
荒

木
信
太
郎
氏
＝
写
真
右
＝
と
大

橋
コ
ン
ラ
ッ
ド
氏
＝
写
真
左
＝

が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
政
策
骨

子
、
前
政
権
と
の
違
い
、 

優
先

度
の
高
い
政
策
内
容 

、
政
権

発
足
か
ら
現
在
に
至
る
大
統
領

令
の
内
容
、
ア
メ
リ
カ
移
民
局

や
在
日
米
国
大
使
館
へ
の
影
響

に
つ
い
て
講
演
す
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
︵
任
意C

O
V

ID
-19 Fund

へ
の
寄
付
︶
。
参
加
申
し
込
み

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

u
s

0
2

w
e

b
.zo

o
m

.u
s

/
w

ebin
ar/register/W

N
_

X
8

x
6

m
u

y
K

T
X

K
o

E
R

7itH
8R

8Q

か
ら
。

プログラム
初心者講座
5月5日ズームで

レ
ス
ト
ラ
ン
等
救
済
金

　

こ
の
法
案
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
お
い
て
閉
鎖
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
バ
ー
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
そ
の
他
の
会
場
等
に
資

金
を
提
供
す
る
新
し
い
助
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
８
６
億
ド
ル

を
含
む
、
５
０
０
億
ド
ル
を

中
小
企
業
に
割
り
当
て
る
も

の
で
あ
る
。 

こ
の
法
案
は
ま

た
、Paycheck Protection 

Program

︵
Ｐ
Ｐ
Ｐ
︶
を
拡

大
し
て
、
よ
り
多
く
の
非
営
利

団
体
や
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
企

業
を
対
象
と
し
、
ロ
ー
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
１
５
０
億
ド
ル
を
追

加
す
る
も
の
だ
。 

こ
の
法
案

は
更
に
、
個
人
、
学
校
、
州
政

府
と
地
方
政
府
に
財
政
援
助
を

提
供
す
る
。 

追
加
の
資
金
は
、

C
O

V
ID

-19

検
査
と
ワ
ク
チ

ン
配
布
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。

出

所

：

U
.S. Sen

ate 
C

o
m

m
i

t
t

e
e

 
o

n 
S

m
a

ll B
u

sin
ess a

n
d 

E
n

tre
p

re
n

e
u

rs
h

ip

︵h
ttp

s
://w

w
w

.s
b

c
.

senate.gov/public/index.
cfm

/2
0

2
1

/3
/ca

rd
in

-
sta

tem
en

t-o
n

-sm
a

ll-
bu

sin
ess-provision

s-in
-

am
erican-rescue-plan

︶

レ
ス
ト
ラ
ン
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
の
２

か
月
間
、
２
８
６
億
ド
ル
の

資
金
の
う
ち
50
億
ド
ル
は
、

２
０
１
９
年
の
年
間
売
上
が

50
万
ド
ル
未
満
の
レ
ス
ト
ラ
ン

だ
け
に
提
供
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｂ
Ａ

は
、
追
加
の
割
り
当
て
階
層
を

作
成
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
活
性
化
基
金

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
総
収
入
損

失
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
お
り
、
損
失
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
の

み
助
成
金
を
分
配
す
る
予
定

だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
が
受
け
取
る

ロ
ー
ン
金
額
を
計
算
す
る
方
法

は
次
の
通
り
。

■
２
０
１
８
年
以
前
に
設
立
さ

れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
：
︵
19
年
の

収
益
︶-

︵
20
年
の
収
益+

 

Ｐ

Ｐ
Ｐ
ロ
ー
ン
︶

■
19
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
：
︵
12
×
19
年
の
収
益

÷
19
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
月

数
︶-

︵
20
年
の
収
益+

 

Ｐ
Ｐ

Ｐ
ロ
ー
ン
︶

■
20
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
：
発
生
し
た
適
格
経
費

と
同
等
の
資
金
を
受
け
取
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
、
ケ
ー

タ
リ
ン
グ
、
醸
造
所
、
タ
ッ
プ

ル
ー
ム
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
は
、
20
を
超
え
る
ロ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
提
携
グ
ル
ー

プ
に
属
し
て
い
な
い
限
り
、
ま

た
上
場
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、

こ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象

と
な
る
。
中
小
企
業
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ジ
ー
の
所
有
者
を
除
外

す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

Philosophy LLC

代
表
　
山
口 
憲
和 

www.919usa.com

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
19
日
︵
月
︶
午

後
７
時
30
分
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
、
第
１
回
﹁
国
際
課
税
の

基
礎
知
識
と
移
転
価
格
税
制
の

適
用
の
実
際
﹂
と
題
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

日
本
で
は
高
度
化
、
複
雑
化

す
る
国
際
取
引
に
対
応
す
る
た

め
の
法
律
の
改
正
が
毎
年
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
知

的
財
産
権
の
国
際
取
引
課
税
を

め
ぐ
っ
て
は
、
知
的
財
産
権
が

誰
に
帰
属
す
る
か
、
知
的
財
産

権
を
い
か
に
評
価
す
る
か
と
い

う
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
法

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
国
際
課
税
の
基

本
的
な
考
え
方
を
解
説
し
た
う

え
で
、
裁
判
例
を
用
い
て
移
転

価
格
税
制
の
適
用
の
実
際
を
紹

介
す
る
。
講
師
は
専
修
大
学
法

学
部 

准
教
授
の
谷
口
智
紀
氏
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事

前

登

録
。

定

員

５

０

０

人
。

希

望

者

は

登

録

サ

イ

ト

h
ttps://w

w
w

.jetro.
g

o
.jp

/
fo

rm
5

/
p

u
b

/
ny

a/64thipgsem
inar

か

ら
申
し
込
む
。

ジェトロセミナー

国際課税など19日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
む
ア
メ
リ
カ

で
、
偽
造
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
証
明
書
や
陰
性
証
明
書
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︵
ダ
ー
ク
ウ

ェ
ブ
︶
上
で
販
売
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

米
国
内
で
は
人
口
の
33
％
に

あ
た
る
1
億
１
０
０
０
万
人
が

少
な
く
と
も
1
回
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
済
ま
せ
て
お
り
、
今
後

は
劇
場
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど

の
際
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
証
明

書
が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
そ
う
し
た
な
か
で
偽
造
さ

れ
た
証
明
書
を
ネ
ッ
ト
で
販
売

す
る
動
き
が
相
次
い
で
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
証
明
し
て
経
済

活
動
を
正
常
化
す
る
﹁
ワ
ク
チ

ン
パ
ス
ポ
ー
ト
﹂
が
実
用
化
さ

れ
て
い
る
が
、
義
務
で
は
な
い

接
種
で
人
々
の
行
動
を
制
限
す

る
の
は
差
別
に
あ
た
る
と
い
う

反
対
論
も
あ
り
、
議
論
が
分
か

れ
て
い
る
。
米
政
府
は
証
明
を

義
務
化
に
は
消
極
的
だ
。

陰
性
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

ネ
ッ
ト
で
偽
造
販
売

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
と
日
本
ク

ラ
ブ
は
29
日
︵
木
︶
午
後
７
時

か
ら
﹁
米
中
貿
易
戦
争
に
よ
る

日
本
と
世
界
経
済
へ
の
影
響
﹂

と
題
す
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催

す
る
。
講
師
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経

済
経
営
研
究
所
所
長
の
デ
イ
ビ

ッ
ド
・
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
教
授
。

参
加
費
５
ド
ル
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
、
ウ
ォ
ー
ル
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
な
ど
、
多
様

な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
同
教
授
の
数
多
く
の
論
文
を

元
に
直
近
の
貿
易
問
題
に
関
し

見
解
を
述
べ
る
ほ
か
主
に
貿
易

を
中
心
に
現
在
の
日
米
中
経
済

関
係
に
つ
い
て
国
際
的
視
点
か

ら
解
説
す
る
。
申
し
込
み
は

https://bit.ly/3t6U
ZY

S 

米
中
貿
易
戦
争
の
影
響

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
が
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

https://u
https://u
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.jetro
https://www.jetro
https://www.jetro
https://bit.ly/3t6UZYS
https://bit.ly/3t6UZYS
https://bit.ly/3t6UZYS
https://bit.ly/3t6UZYS
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
https://www.suhakobi.com


　

日
本
の
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
バ

ン
ダ
イ
か
ら
海
外
や
ハ
イ
タ

ー
ゲ
ッ
ト
向
け
に
分
社
化
し

たB
A

N
D

A
I SPIR

IT
S

︵
バ

ン
ダ
イ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
︶
が
展

開
す
る
世
界
最
高
ク
オ
リ
テ

ィ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ブ
ラ
ン
ド

T
A

M
A

SH
II　N

A
T

IO
N

S

の

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
が
マ
ン
ハ
ッ

う
ブ
ラ
ン
ド
・
テ
ー
マ
に
基
づ

き
、
ど
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
も
作
り

手
が
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
ハ

イ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
ア
イ
テ
ム
ば

か
り
。
ど
れ
も
精
巧
な
デ
ザ
イ

ン
で
躍
動
感
が
あ
り
、
コ
レ
ク

タ
ー
に
た
ま
ら
な
い
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ル　

孫
悟
空
の
立
像
と

一
緒
に
並
ん
で
写
真
撮
影
を
し

て
楽
し
む
フ
ァ
ン
、
ゴ
ジ
ラ
フ

ァ
ン
で
劇
中
の
小
道
具
や
衣
装

を
見
に
来
た
人
な

ど
、
店
内
は
連
日

ア
ニ
メ
・
フ
ァ
ン

で
賑
わ
っ
て
い
る

︵
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
防
止
対
策

実
施
中
︶。

　

こ
の
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
店
は
北
米
で
初
の
出
店
と

あ
り
、
オ
ー
プ
ン
し
た
日
に
は

遠
方
か
ら
も
フ
ァ
ン
が
駆
け
付

け
、
店
頭
に
約
５
０
０
人
も
の

列
が
で
き
た
ほ
ど
の
人
気
。
普

段
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い

レ
ア　

ア
イ
テ
ム
も
販
売
し
、

商
品
の
購
入
者
に
は
非
売
品
の

貴
重
な
グ
ッ
ズ
も
進
呈
し
て
い

る
な
ど
、
限
定
特
典
を
目
当
て

に
来
店
す
る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
精
神
で

作
り
上
げ
た
高
品
質
の
フ
ィ
ギ

ュ
ア
は
ま
さ
に
世
界
に
認
め
ら

れ
た
ア
ー
ト
作
品
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
一
見
の
価
値
あ
り
。

TAMASHII NATIONS 
５
番
街
に
ゴ
ジ
ラ
が
登
場
！

タ
ン
に
登
場
し
た
。

　

5
番
街
に
面
し
た
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
に
ゴ
ジ
ラ
の
巨
大
立

像
が
設
置
さ
れ
、
通
り
を
歩
く

人
々
の
足
を
止
め
る
。
店
内
に

入
る
と
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
や

ガ
ン
ダ
ム
、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ

ン
、
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
な
ど

日
本
が
誇
る
有
名
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
、
現
在
で
は
世
界
的

に
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ

T
A

M
A

SH
II N

A
T

IO
N

S

の

フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
ズ
ラ
リ
と
展

示
、販
売
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
、

日
本
で
話
題
沸
騰
し
た
大
人
気

コ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
メ
の
﹁
鬼
滅

の
刃
﹂
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
も
目
を

引
く
。﹁
全
て
の
商
品
に
は
魂

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。﹂
と
い

TAMASHII NATIONS
POP-UP SHOP in NYC

605 5th Avenue
New York, NY 10017

（Between 48th & 49th Street）
Open Hours :11:00am〜7:00 pm

＊開催は4月25日（日）まで

www.tamashiinations.com

人気の購入者特典（レア・アイテム）

造形・可動・素材にとことん
こだわっている

日本のフィギュア ブランド・BANDAI SPIRITSの
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デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w.nyseikatsu.com

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

こ
の
年
齢
に
な
っ
て
も
憧
れ

る
素
材
は
あ
る
。﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｎ
﹂
だ
。
理
由
は
別
に
な
い
の

だ
が
、
ど
う
い
う
訳
か
﹁
麻
﹂

に
弱
い
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
夏

に
な
る
と
毎
日
見
て
い
た
父
の

白
麻
服
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
こ
か

に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
…
と
も

思
う
。

　

幼
い
頃
…
…
と
い
う
の
は

戦
前
、
日
本
が
平
和
だ
っ
た

頃
の
こ
と
。
夏
の
間
、
父
は

リ
ン
ネ
ル
︵
と
昔
は
呼
ん
だ
︶

の
３
つ
揃
い
を
着
て
出
勤
し
て

い
た
。
当
時
、
麻
服
と
い
っ
た

ら
白
だ
け
、
い
ま
の
よ
う
に
カ

ー
キ
や
ネ
イ
ビ
ー
な
ど
の
色
は

な
く
、
白
一
色
だ
っ
た
。

　

真
っ
白
い
麻
の
ス
ー
ツ
は
子

ど
も
心
に
も
カ
ッ
コ
よ
か
っ

た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
あ
ん
な

服
を
着
る

の
だ
と
心

に
誓
っ
た
。

大
人
に
な

っ

た
。

自

分
の
店
を

持
っ
た
あ

る

夏
、

ア

イ
ル
ラ
ン

ド
製
リ
ネ
ン
が
入
荷
し
た
。
色

は
白
で
は
な
く
麻
ひ
も
の
よ
う

な
薄
茶
。
ス
ー
ツ
に
仕
立
て
た
。

と
こ
ろ
が
ど
う
に
も
着
こ
な
せ

な
い
。
服
に
﹁
負
け
﹂
て
い
た
。

　

以
降
、﹁
麻
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
﹂
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い

る
。
昔
の
人
は
偉
い
、
ホ
ワ
イ

ト
・
リ
ン
ネ
ル
を
平
気
で
着
て

い
た
。　
　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

373：憧れのリネン

　

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ア
カ
ウ
ン
ト

︵https://w
w

w
.facebook.

com
/JapanC

onsN
Y

︶

で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
16
日
︵
金
︶
午
後

５
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
野

智
子
さ
ん
が
演
奏
し
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
渡
辺
啓
子
さ
ん
が
ア

ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
︵
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
︶
を
披
露

す
る
。
渡
辺
さ
ん
は
﹁
ピ
ア
ノ

の
音
が
絵
に
な
り
、
絵
の
具
の

色
が
音
に
な
る
ア
ー
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大

使
公
邸
よ
り
ラ
イ
ブ
で
お
届
け

し
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
音

が
、
白
い
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス

に
だ
ん
だ
ん
と
描
か
れ
て
い
く

過
程
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
下

さ
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

誰
で
も
無
料
で
視
聴
可
能
。

ジャズとアート
大野智子と渡辺啓子
大使公邸オンラインライブ

美
肌
メ
イ
ク
術
ス
ペ
シ
ャ
ル

ウ
エ
ビ
ナ
ー
28
日
に
開
催

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
28
日
︵
水
︶

午
後
１
時
か
ら
メ
イ
ク
講
師
／

美
容
ラ
イ
タ
ー
の
熊
谷
真
理
さ

ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ウ
エ

ビ
ナ
ー
﹁
毎
日
を
ス
テ
キ
に
明

る
く
！�

外
的
刺
激
か
ら
お
肌

を
守
る
﹃
美
肌
メ
イ
ク
術
﹄﹂

を
開
催
す
る
。

　

マ
ス
ク
や
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が

当
た
り
前
に
な
り
、
普
段
メ
イ

ク
を
し
な
い
と
い
う
人
も
激
増

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
メ

イ
ク
は
外
的
刺
激
か
ら
肌
を
守

り
、
結
果
的
に
美
し
い
肌
に
導

い
て
く
れ
る
と
い
う
側
面
な
ど

を
解
説
す
る
。
外
出
す
る
た
め

の
フ
ル
メ
イ
ク
で
は
な
く
、
自

然
で
明
る
い
ラ
イ
ト
メ
イ
ク

で
、
肌
を
守
り
な
が
ら
気
持
ち

も
明
る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
過
ご

す
こ
と
を
提
案
す
る
。
参
加
費

無
料　

(
任
意
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
基
金
寄
付
歓
迎)

。

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.
nipponclub.org/activity_
event/?lang=en

http://www.tamashiinations.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.facebook
https://www.facebook
https://www.facebook
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.jwsnj.org/
http://jweeklyusa.com
https://www.nipponclub.org/activity_event/?lang=en
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
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 Queens & LI

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
日
本
文

化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
、
米

国
に
お
け
る
胃
が
ん
の
検
診
と

内
視
鏡
治
療
お
よ
び
外
科
治
療

に
関
す
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
講

習
会
が
、
５
月
１
日
︵
土
︶
午

前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

講
師
は
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

の
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
・
サ
ウ

ス
ナ
ッ
ソ
ー
病
院
腫
瘍
外
科
に

勤
務
す
る
日
本
人
医
師
の
高
橋

英
雄
氏
と
、
同
院
消
化
器
・
肝

臓
内
科
の
フ
ラ
ン
ク
・
グ
レ
ス

医
師
。
講
演
は
、
ま
ず
グ
レ
ス

医
師
が
﹁
米
国
で
の
胃
が
ん
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
早
期
内
視

鏡
治
療
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ

に
英
語
で
解
説
し
、
次
に
高
橋

医
師
が
﹁
進
行
胃
が
ん
の
外
科

治
療
﹂
に
つ
い
て
日
本
語
で
説

明
す
る
。
講
習
後
、
英
語
と
日

本
語
と
両
方
で
質
問
を
受
け
つ

け
る
。
米
国
で
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
、
検
診
に
よ
る
早
期
発
見

や
治
療
に
つ
い
て
の
専
門
的
な

知
識
を
分
か
り
や
す
く
学
び
、

日
常
生
活
に
お
い
て
個
々
が
自

身
の
健
康
管
理
に
役
立
て
ら
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

参
加
費
は
無
料
だ
が
要
事

前
申
し
込
み
。
参
加
希
望
者

は

30 

日
︵
金
︶
午
後

8
時

ま
で
に
、
氏
名
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
明
記
し
Ｅ
メ
ー
ル 

culturecenter@
lijcc.org

、

ま
た
は
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

︵
５
１
６
・
７
１
３
・
６
６
８
２
︶

ま
で
申
し
込
む
。
当
日
、
都
合

が
悪
く
参
加
で
き
な
い
場
合

は
、
後
日
ビ
デ
オ
講
習
会
も
予

定
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
る
。

胃
が
ん
検
診
と
治
療
に
つ
い
て

日
米
の
医
師
が
解
説
、
質
疑
も

ロングアイランド文化センター
5 月 1 日無料オンライン講習会

パ
リ
の
老
舗
の
味

Ｎ
Ｙ
で
も
静
か
な
人
気

　

１
８
６
２
年
に
パ
リ
で
創
業

し
た
老
舗
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
﹁
ラ

デ
ュ
レ
﹂。
ラ
デ
ュ
レ
と
い
え

ば
、
２
つ
の
マ
カ
ロ
ン
の
間
に

ガ
ナ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ム
を
挟
ん

だ
﹁
マ
カ
ロ
ン
・
パ
リ
ジ
ャ
ン
﹂

発
祥
の
店
と
し
て
有
名
だ
が
、

そ
の
脇
に
置
い
て
あ
る
焼
き
菓

子
も
見
逃
せ
な
い
。
可
愛
ら
し

い
筒
状
の
透
明
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

入
っ
た
ク
ッ
キ
ー
や
各
種
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
、
エ
ク
レ
ア
、
カ
ヌ

レ
の
ほ
か
、
顔
が
隠
れ
る
ほ
ど

の
大
き
さ
の
パ
ル
ミ
エ
も
香
ば

し
く
て
お
す
す
め
。
パ
ル
ミ
エ

は
フ
ラ
ン
ス
語
で﹁
ヤ
シ
の
葉
﹂

を
意
味
す
る
ハ
ー
ト
型
の
パ
イ

で
、
表
面
に
砂
糖
を
ふ
っ
て
硬

く
焼
き
あ
げ
た
も
の
。
ラ
デ
ュ

レ
の
パ
ル
ミ
エ
は
薄
い
が
ず
っ

し
り
重
く
カ
リ
カ
リ
で
、
噛
む

ほ
ど
に
バ
タ
ー
の
風
味
が
鼻
に

抜
け
る
逸
品
だ
。

　

ラ
デ
ュ
レ
で
は
ス
ー
プ
や
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
を
頼
ん
で
ラ
ン
チ

に
し
て
も
、
香
り
高
い
紅
茶
と

マ
カ
ロ
ン
で
優
雅
な
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
を
楽
し
む
も
よ
し
。
マ
ジ

ソ
ン
店
は
店
舗
前
に
幾
つ
か
テ

ー
ブ
ル
が
あ
る
だ
け
な
の
で
ゆ

っ
く
り
食
べ
る
な
ら
ソ
ー
ホ
ー

店
。
ソ
ー
ホ
ー
店
の
広
い
中
庭

に
は
桜
の
木
が
あ
り
、
毎
年
花

び
ら
が
舞
い
散
る
季
節
に
は
ピ

ン
ク
色
の
花
び
ら
の
絨
毯
が
中

庭
全
体
に
広
が
り
美
し
い
風
景

が
楽
し
め
る
。

Ladurée
マジソン店：864 Madison Avenue
ソーホー店：398 West Broadway

https://www.laduree.us
営業時間：毎日午前 10 時から午後７時

　

家
に
関
す
る
修
理
業
務
を
な

ん
で
も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る

便
利
屋
が
ク
イ
ー
ン
ズ
で
営

業
を
開
始
し
た
。
家
電
の
修

理
、
バ
ス
ル
ー
ム
や
シ
ン
ク
の

排
水
な
ど
水
道
ま
わ
り
の
改

善
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
キ
ッ
チ

ン
設
備
の
修
理
、
内
装
リ
フ
ォ

ー
ム
、
室
内
壁
の
ペ
ン
キ
塗

り
、
花
壇
・
庭
の
手
入
れ
な

ど
、
日
々
の
生
活
で
不
便
な
家

の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
し
て
く
れ

る
。
専
門
業
者
に
頼
む
と
費
用

が
高
く
な
り
が
ち
な
修
理
業
務

も
安
価
で
引
き
受
け
て
く
れ

る
。
見
積
り
は
無
料
。
日
本

語
で
問
い
合
わ
せ
を
。
電
話

９
１
７
・
５
７
７
・
３
６
３
９

︵
川
田
さ
ん
︶
ま
で
。

家
の
修
理
相
談

日
々
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

便利屋さん開業

　

伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
は
５
月

５
日
︵
水
︶
か
ら
６
月
30
日

︵
水
︶
ま
で
の
期
間
、
毎
週
水

曜
日
の
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま

で
、
シ
ニ
ア
初
心
者
向
け
オ
ン

ラ
イ
ン
・
日
本
舞
踊
教
室
﹁
シ

ニ
ア
の
た
め
の
体
に
優
し
い
日

本
舞
踊
﹂
を
開
催
す
る
。
優
雅

な
動
き
や
し
ぐ
さ
を
日
本
舞
踊

を
通
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
標
に
、
浴
衣
の
着
付
け
、
扇

子
の
扱
い
方
と
表
現
方
法
、
体

に
優
し
い
姿
勢
、腰
の
保
ち
方
、

膝
の
使
い
方
、
日
本
舞
踊
の
基

礎
、
日
舞
２
曲
、
舞
踊
の
背
景
・

歴
史
、
文
学
、
詩
歌
等
を
学
ぶ
。

教
室
で
の
講
習
言
語
は
英
語
。

　

参
加
費
無
料
︵
先
着
８
人
限

定
で
稽
古
用
扇
子
、
浴
衣
も
無

料
提
供
︶。
問
い
合
わ
せ
・
参

加
申
し
込
み
は
５
月
１
日
ま

で
に
Ｅ
メ
ー
ルsachiyoito@

verizon.net

ま
で
。

シ
ニ
ア
初
心
者
向
け

舞
踊
教
室

mailto:culturecenter@lijcc.org%E3%80%81
mailto:culturecenter@lijcc.org%E3%80%81
mailto:culturecenter@lijcc.org%E3%80%81
mailto:culturecenter@lijcc.org%E3%80%81
https://www.laduree.us
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://www.lijcc.org/index.html
tel:5168833500
tel:5168833500
http://ariyoshiny.com


　

私
た
ち
が
今
の
生
活
様
式
に

な
っ
て
約
1
年
が
経
ち
、
皆
さ

ま
も
環
境
に
向
き
合
い
な
が
ら

過
ご
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
昨
年
は
困
難
な
状
況
下
に

世
界
が
灰
色
が
が
っ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
た
春

が
訪
れ
少
し
づ
つ
彩
り
に
目
を

向
け
、
私
も
ま
た
こ
こ
か
ら
進

ん
で
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
切
り
替

え
ら
れ
た
の
も
昔
か
ら
大
好
き

な
ア
ニ
メ
や
舞
台
な
ど
日
本
の

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
コ
ロ
ナ

禍
で
も
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ

で
し
た
。

　

思
い
返
し
て
も
私
が
キ
ラ
キ

ラ
し
た
気
持
ち
に
な
る
時
は
い

つ
も
側
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
友
だ
ち
と
ア
ニ
メ
の

主
人
公
に
な
り
き
っ
て
遊
ん
で

い
ま
し
た
し
、
学
生
の
頃
は
ア

ニ
メ
ラ
ジ
オ
に
ハ
マ
り
自
分
で

番
組
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
保
育
の
勉
強
と
並

行
し
て
声
優
の
勉
強
を
開
始
。

こ
れ
が
私
に
と
っ
て
沢
山
の
発

見
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
幼
い

頃
の
私
と
同
じ
よ
う
に
ア
ニ
メ

や
特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
か
ら
勇
気
や

夢
を
も
ら
っ
て
成
長
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
メ
キ
を
身

近
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
私
の

財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子

フラワーデザイナー & 声優

美 月

シリーズ 2

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
そ
し

て
今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
に

エ
ー
ル
を
送
る
た
め
に
も
こ
の

文
化
を
途
絶
え
さ
せ
て
は
行
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て

い
つ
も
側
に
い
て
く
れ
た
日
本

の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
く
仕
事
が

し
た
い
、
そ
う
思
っ
て
い
た

時
にkajiki’

s Show
 

の
梶

木
会
長
に
出
会
い
今
に
至
り
ま

す
。
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中

に
フ
ァ
ン
が
い
る
日
本
の
ア
ニ

メ
や
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
発
展
さ

せ
て
行
く
た
め
に
も
、
私
自
身

も
支
え
ら
れ
つ
つ
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

美
月 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

香
川
県
出
身
。
京
都
女
子
大

学
と
共
に
著
名
な
専
門
学
校
声

優
科
を
卒
業
後
、
フ
リ
ー
で
声

優
活
動
中
。﹃FM

番
組
梶
木

敏
巳
の
フ
ラ
ワ
ー
ゲ
ス
ト
シ
ョ

ー
﹄
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
勤

め
る
。
ア
ニ
メ
と
フ
ラ
ワ
ー
を

融
合
し
た
新
分
野
で
、
期
待
大

の
新
人
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
。 
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週
末
に
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
！
コ
ロ
ナ
終

息
の
先
が
見
え
な
い
な
か
、
家

族
で
豪
華
な
ス
テ
ー
キ
デ
ィ
ナ

ー
を
味
わ
い
、
元
気
に
前
に
進

ん
で
い
こ
う
。
赤
ワ
イ
ン
も
忘

れ
ず
に
！

作
り
方

①
サ
ー
ロ
イ
ン
肉
に
あ
ら
び
き

粒
胡
椒
、
ニ
ン
ニ
ク
を
こ
す
り

付
け
オ
イ
ル
と
塩
を
ぬ
る

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
イ
ル
大
３

入
れ
、
中
火
で
ポ
テ
ト
を
加
え

て
炒
め
、
４
分
後
野
菜
類
を
バ

タ
ー
を
加
え
て
柔
ら
か
く
な
っ

た
ら
味
付
け
し
て
仕
上
げ
る

③
テ
フ
ロ
ン
パ
ン
強
火
に
し
て

オ
イ
ル
、
バ
タ
ー
小
量
入
れ
、

手
早
く
４
〜
５
分
両
面
を
焼
き

上
げ
る
。ミ
デ
ィ
ア
ム
レ
ア︵
半

生
状
態
︶
取
り
出
し
５
分
休
め

て
ス
ラ
イ
ス
、
皿
に
ポ
テ
ト
と

野
菜
を
盛
り
、
お
肉
を
盛
り
付

け
る
。

材料　２人分　
サーロイン肉 .................................................. ２２０gx ２枚
ニンニク ..................................................２片（すりおろし）
おろし粒胡椒、塩　　 ....................................................適量
オリーブオイル、バター ..................................大さじ３各々
生シイタケ　 ....................................................２個スライス
ポテト ....................................... １個（２センチダイス切り）
玉ねぎ、セロリ、ピーマン 1/2 カップ（センチダイス切り）
赤ワイン　　　　 ....................................................大さじ４
付け合わせ　サラダ菜；フレンチディジョンマスタード少々

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ

New York Strip Sirloin Steak

https://kj-artist.jp/
https://truetruth.hatenablog.com/
http://www.seido.com
https://www.sammy-nyc.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

 　
﹁
こ
れ
ま
で
ど
こ
に
も
な

か
っ
た
も
の
﹂
を
創
造
す

る
。
宝
石
の
輸
入
商
か
ら
製
品

を
扱
う
と
い
っ
た
業
態
転
換

︵
１
９
９
９
年
︶
を
決
断
し
た

サ
ン
リ
の
オ
ウ
︵
土
橋
社
長
︶

は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
わ
る

必
要
性
も
感
じ
て
い
た
。

　

１
９
８
０
年
に
立
ち
上
げ
た

土
橋
宝
石
貿
易
時
代
を
経
て
、

株
式
会
社
シ
バ
ト
を
設
立
し
た

際
に
は
社
員
は
５
〜
６
人
ほ
ど

で
年
商
も
億
単
位
に
な
っ
て
お

り
順
風
満
帆
な
道
を
歩
ん
で
き

た
が
、
起
業
し
て
10
年
以
上
が

過
ぎ
た
90
年
代
に
バ
ブ
ル
が
崩

壊
。
日
本
の
宝
石
業
界
は
大
ダ

メ
ー
ジ
を
負
い
、
同
氏
の
会
社

も
回
収
で
き
な
い
資
金
が
発

生
、
売
上
も
最
盛
期
の
３
分
の

１
ま
で
へ
り
経
営
危
機
に
陥
っ

て
い
く
。﹁
宝
石
の
輸
入
・
販

売
で
他
社
と
差
別
化
を
す
る
の

は
む
ず
か
し
く
価
格
競
争
に
な

っ
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
時
代

は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
て
付

加
価
値
を
高
め
な
い
と
ダ
メ
だ

と
思
っ
た
﹂
と
サ
ン
リ
の
オ
ウ

は
語
る
。
基
本
的
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
思
考
な
面
を
の
ぞ
か
せ
る
氏

は
も
の
ご
と
に
向
か
っ
て
い
く

強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
て
お

り
、
ま
た
﹁
成
功
さ
せ
た
い
﹂

と
い
う
気
持
ち
も
強
く
、
そ
の

信
念
は
周
囲
の
者
に
伝
わ
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
導
か
れ

る
よ
う
な
現
象
が
お
こ
り
、
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
と
が
ど
ん

ど
ん
具
現
化
し
て
い
く
の
だ
。

宝
石
を
熟
知
し
こ
よ
な
く
愛
し

て
い
た
氏
の
脳
裏
に
﹁
何
か
世

の
中
に
未
だ
な
い
宝
石
の
カ
ッ

ト
﹂
と
浮
か
ぶ
。
す
る
と
、
ニ

ュ
ー
ス
に
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

を
八
角
形
に
仕
上
げ
る
フ
ラ
ン

ダ
ー
ス
カ
ッ
ト
︵
１
９
８
７

年
、
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ラ
ン
ダ
ー

ス
地
方
で
誕
生
し
た
そ
の
美
し

い
形
と
通
常
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ト

カ
ッ
ト
の
よ
う
に
光
を
き
れ
い

に
反
射
さ
せ
る
２
つ
の
魅
力
を

持
ち
あ
わ
せ
た
完
璧
な
カ
ッ
ト

だ
が
、
原
石
を
通
常
よ
り
も
多

く
削
る
勿
体
な
さ
か
ら
普
及
は

し
ず
ら
い
︶
が
１
９
９
５
年
、

特
許
を
取
得
し
た
こ
と
を
知

る
。
そ
し
て
、
氏
は
い
く
つ
も

の
カ
ッ
ト
形
態
を
考
え
て
い
た

矢
先
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
一
番

歩
留
ま
り
が
よ
く
、
ラ
ウ
ン
ド

ブ
リ
リ
ア
ン
ト
カ
ッ
ト
の
輝
き

を
創
造
で
き
る
の
は
宝
石
の
中

に
十
字
が
見
え
る
も
の
だ
と
気

づ
く
。数
年
後
の
２
０
０
１
年
、

日
本
で
唯
一
、
宝
石
の
カ
ッ
ト

形
状
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
切
削
技
法
﹁
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー

カ
ッ
ト
﹂で
特
許
を
取
得
す
る
。

46
面
体
の
カ
ッ
ト
で
反
射
光
線

の
効
果
を
最
大
に
引
き
出
し
、

石
の
中
に
十
字
の
輝
き
が
浮
か

び
上
が
る
と
し
て
国
内
の
み
な

ら
ず
海
外
で
も
話
題
を
さ
ら
っ

た
。
ち
な
み
に
、
こ
と
わ
ざ
に

﹁
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
﹂

と
あ
る
が
、
開
発
段
階
か
ら
特

許
を
視
野
に
入
れ
て
戦
略
的
に

生
み
出
さ
れ
こ
の
カ
ッ
ト
は
、

発
案
か
ら
開
発
ま
で
サ
ン
リ
の

オ
ウ
が
1
人
で
行
っ
た
と
い
う

か
ら
頭
が
下
が
る
。

津
延
美
衣︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

39

山
梨
と
宝
石
﹁
世
界
で
唯
一
の

ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
カ
ッ
ト
の
誕
生
﹂
12

　

ド
ア
を
開
け
る
と
、
す
で
に

店
内
は
朝
食
を
と
る
人
で
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
土
曜
日

の
朝
、
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ

を
、
﹁
ゼ
イ
バ
ー
ズ
・
カ
フ
ェ
﹂

(Zabar’
s C

afe) 

に
向
か
っ

て
私
は
歩
い
て
き
た
。

　

カ
フ
ェ
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

ウ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
よ
う

に
、
七
、
八
人
が
レ
ジ
の
順
番

を
待
っ
て
い
る
。
焼
き
た
て
の

べ
ー
グ
ル
や
マ
フ
ィ
ン
が
ぎ
っ

し
り
と
収
ま
っ
て
い
る
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ
を
、 

一
列
に
並
ん

だ
人
の
間
か
ら
の
ぞ
き
込
み
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
し
よ
う
か
、

と
少
し
悩
ん
で
か
ら
、
バ
ナ
ナ

の
マ
フ
ィ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
を
頼

む
。

　

カ
フ
ェ
の
真
ん
中
に
長
い
テ

ー
ブ
ル
が
あ
り
、
九
人
ず
つ
、

向
か
い
合
っ
て
す
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
私
は
カ
ウ
ン

タ
ー
の
ほ
う
を
向
い
て
、
中
央

の
右
寄
り
の
席
に
落
ち
着
く
。

斜
め
前
で
カ
ウ
ン
タ
ー
を
背

に
、
六
十
代
後
半
く
ら
い
の
男

の
人
ふ
た
り
が
、
大
き
な
声
で

世
界
経
済
に
つ
い
て
語
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
ひ
と
り
が
話
し
て

い
る
の
に
、
相
手
が
さ
え
ぎ
っ

て
話
し
始
め
る
と
、
さ
え
ぎ
ら

れ
た
ほ
う
が
抗
議
す
る
。

　

H
ey, let m

e finish m
y 

thought.

　

お
い
、
話
の
腰
を
折
ら
な
い

で
く
れ
よ
。

　

高
齢
の
女
の
人
が
、
私
の
右

斜
め
前
の
席
に
腰
を
下
ろ
す
。

黒
の
ウ
ー
ル
の
コ
ー
ト
に
茶
色

の
帽
子
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

運
ん
で
き
た
ト
レ
イ
に
は
、
全

粒
粉
パ
ン
の
よ
う
な
も
の
に
ス

モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
と
ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ
を
は
さ
ん
だ
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
と
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
ス
ナ

ッ
プ
ル
の
ジ
ュ
ー
ス
が
の
っ
て

い
る
。

　

彼
女
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
ひ

と
口
ひ
と
口
、
ゆ
っ
く
り
と
食

べ
始
め
る
。
や
が
て
、
食
べ
か

け
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
皿
の
上

に
戻
す
と
、
空
い
た
手
で
ジ
ュ

ー
ス
の
瓶
の
蓋
を
開
け
よ
う
と

し
て
い
る
。
力
を
入
れ
て
、
何

度
も
や
っ
て
み
る
が
、
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
な
い
。

　

そ
の
人
の
前
に
す
わ
っ
て
い

る
四
十
歳
く
ら
い
の
男
の
人

が
、
黙
っ
て
手
を
差
し
出
す
。

そ
し
て
、 

女
の
人
か
ら
瓶
を
受

け
取
る
と
、
い
と
も
簡
単
に
蓋

を
開
け
、
こ
れ
も
黙
っ
て
、
彼

女
に
返
す
。
知
り
合
い
で
は
な

い
の
に
、
ご
く
自
然
に
、
ま
る

で
そ
の
人
の
母
親
で
あ
る
か
の

ご
と
く
。
女
の
人
も
ご
く
当
た

り
前
の
よ
う
に
、
何
も
言
わ
ず

に
た
だ
ほ
ほ
笑
み
、
瓶
を
受
け

取
る
。

　

そ
の
男
性
と
私
の
間
に
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
ら
し
き
女
の
人

が
す
わ
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
、
マ
フ
ィ
ン
を
食
べ

て
い
る
。
帰
り
に
食
料
品
を
買

い
た
か
っ
た
の
で
、
こ
の
辺
り

に
﹁
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
﹂
は
あ
り

ま
す
か
、
と
尋
ね
て
み
る
。

　

こ
の
辺
り
に
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
。
前
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
も

う
今
は
な
い
わ
。

　

彼
女
の
目
の
前
に
す
わ
っ
て

い
る
男
の
人
が
、
私
た
ち
の
会

話
を
聞
い
て
い
た
よ
う
だ
。
話

に
加
わ
っ
て
く
る
。

　

W
hat do you w

ant to 
know

?

　

何
が
知
り
た
い
ん
だ
い
。

　

そ
し
て
、
近
く
で
は
な
い
け

れ
ど
、
と
別
の
二
店
舗
の
場
所

を
、
ま
る
で
私
が
こ
の
街
を
初

め
て
訪
れ
た
観
光
客
で
あ
る
か

の
よ
う
に
、
事
細
か
に
説
明
し

始
め
る
。

　

私
た
ち
が
や
り
と
り
し
て
い

る
間
に
、
高
校
生
だ
ろ
う
か
、

十
五
歳
く
ら
い
の
少
女
五
、
六

人
の
集
団
が
入
っ
て
き
て
、
右

手
奥
に
固
ま
っ
て
立
ち
話
を
し

て
い
る
。 　

　

カ
フ
ェ
の
中
ほ
ど
に
す
わ
っ

て
い
る
別
の
男
の
人
が
、
高
校

生
た
ち
に
向
か
っ
て
声
を
か
け

る
。

　

W
ould you please pass 

m
e som

e napkins?

　

そ
こ
の
ナ
プ
キ
ン
を
、
取
っ

て
も
ら
え
る
か
い
。

　

Sure.
　

も
ち
ろ
ん
。

　

高
校
生
の
ひ
と
り
が
答
え
、

ナ
プ
キ
ン
を
手
渡
す
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
の
男

の
人
が
、
食
事
を
終
え
て
立
ち

上
が
っ
た
。

　

エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
・
ミ
ー

︵E
xcuse m

e.

︶
と
言
い
な
が

ら
、
高
校
生
の
脇
を
通
り
過
ぎ

る
と
き
、 

彼
女
た
ち
に
声
を
か

け
る
。

　

T
h

an
k

 y
ou

 for th
e 

napkins.

　

さ
っ
き
は
ナ
プ
キ
ン
を
あ
り

が
と
う
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
片
隅
で
、

朝
か
ら
他
人
同
士
が
関
わ
り
合

っ
て
い
る
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
６
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
を
さ
が
し
て
﹄
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

土
曜
日
の
朝
の
カ
フ
ェ

エッセイ連載 ⑯

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

写真 : クロスフォー株式会社

https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
https://www.bozubrooklyn.com/
tel:2014031647
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.yamagatadental.com
tel:2122136069
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.idocenter.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

Ｎ
Ｙ
市
当
局
は
６
日
、
小
学

校
と
ミ
ド
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
今

春
の
Ｎ
Ｙ
州
統
一
テ
ス
ト
に
つ

い
て
、
保
護
者
が
申
請
し
た
家

庭
に
限
り
、
対
面
の
試
験
を
行

う
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
州
教
育
当
局
は
州
統
一

テ
ス
ト
の
実
施
に
関
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
各
家
庭
の
学
習
環
境

の
格
差
を
考
慮
し
中
止
す
べ
き

と
連
邦
政
府
に
申
立
て
を
し
て

い
た
が
、
連
邦
政
府
は
何
ら
か

の
か
た
ち
で
同
試
験
を
実
施
す

る
よ
う
各
州
に
要
求
し
て
い

る
。
同
試
験
は
通
常
は
自
動
的

に
各
生
徒
の
受
験
が
登
録
さ
れ

る
が
、
同
市
教
育
局
は
、
今
年

は
保
護
者
の
許
可
を
必
要
と
す

る
オ
プ
ト
イ
ン
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
メ
イ
シ

ャ
・
ポ
ー
タ
ー
同
局
長
は
﹁
受

験
申
請
に
関
す
る
書
類
は
各
家

庭
に
送
ら
れ
る
。
ま
た
各
校
は
、

受
験
を
希
望
し
た
生
徒
た
ち
が

安
全
に
試
験
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
準
備
を
進
め
る
﹂
と
声
明
で

伝
え
て
い
る
。 

　

同
試
験
は
、
リ
モ
ー
ト
、
対

面
授
業
の
選
択
に
関
わ
ら
ず
３

〜
８
年
生
の
希
望
者
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
英
語
の
試
験

は
４
月
19
〜
29
日
、
数
学
は
５

月
３
〜
14
日
に
行
わ
れ
る
。
校

舎
ま
た
は
教
室
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
閉
鎖

さ
れ
た
場
合
は
試
験
は
実
施
さ

れ
な
い
が
、
受
験
で
き
な
か
っ

た
、
ま
た
は
受
験
し
な
い
こ
と

を
選
択
し
た
場
合
で
も
、
生
徒

に
不
利
に
な
る
こ
と
は
な
い
と

同
局
は
伝
え
て
い
る
。 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
試
験
実
施 

保
護
者
の
対
面
許
可
が
必
要

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

全
日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡

本
徹
学
園
長
︶
で
は
、
幼
児

部
入
園
式
と
小
学
部
入
学
式

が
行
わ
れ
た
。
両
日
と
も
に

C
O

V
ID

-19
感
染
予
防
対
策

の
も
と
、
新
入
生
と
保
護
者
、

教
職
員
が
対
面
で
出
席
し
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　

５
日
は
小
学
部
の
入
学
式
、

６
日
は
幼
児
部
入
園
式
が
行
わ

れ
、
18
人
の
新
１
年
生
と
13
人

の
新
入
園
児
を
迎
え
た
。
緊
張

気
味
の
新
入
生
が
笑
顔
の
保
護

者
に
手
を
引
か
れ
て
登
園
、
受

付
で
胸
に
お
祝
い
の
名
札
と
花

を
つ
け
て
も
ら
い
、
誇
ら
し
げ

に
会
場
へ
入
場
し
た
。
岡
本
徹

学
園
長
は
﹁
日
本
語
と
英
語
を

学
び
、
世
界
の
人
た
ち
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
活

躍
で
き
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
﹂
と
話
し
、
新
入
生
は
皆
じ

っ
と
聞
き
い
っ
て
い
た
。
来
賓

と
し
て
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領

事
館
の
大
橋
建
男
領
事
部
長
が

ビ
デ
オ
に
て
お
祝
い
の
言
葉
を

贈
っ
た
。
幼
児
部
年
長
組
と
小

学
部
２
年
生
以
上
の
児
童
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
式
で
歓
迎
の
歌
を

ビ
デ
オ
に
て
披
露
し
、
新
し
い

仲
間
を
歓
迎
し
た
。

　

同
学
園
は
全
日
制
部
門
に
先

立
ち
、
サ
タ
デ
ー
・
サ
ン
デ
ー

部
門
︵
上
妻
雅
浩
総
合
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
︶、
３
日
に
は
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
校
︵
半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
︶・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

校
︵
藤
田
真
祐
子
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
︶、
４
日
に
は
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

校
︵
牧
野
佳
代
子
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
で
幼
児
部
・
小
学
部
・
中

学
部
・
高
等
部
の
入
園
・
入
学

式
。
同
４
日
に
サ
ン
デ
ー
ス
ク

ー
ル︵
大
村
功
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

幼
児
部
と
小
学
部
の
入
園
・
入

学
式
が
と
り
行
わ
れ
た
。
総
数

７
０
０
人
を
超
え
た
サ
タ
デ

ー
・
サ
ン
デ
ー
部
門
の
他
に
も
、

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
に
あ
る
り
ん
ご

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
語
学
部

門
や
保
育
部
門
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
・
ウ
エ
ス
ト
１
０
３
丁
目
の

全
日
制
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
を
併

設
す
る
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

︵
河
野
茂
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
の

土
曜
教
室
・
日
曜
教
室
で
も
入

対
面
授
業
を
再
開

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
入
学
式

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン

パ
ス
︵
サ
タ
デ
ー
・
サ
ン
デ
ー

補
習
校
部
門
・
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
部
門
︶
は
幼
児
部
が
25
日

︵
日
︶、
小
学
部
は
５
月
２
日

︵
日
︶
の
と
も
に
午
前
10
時
30

分
か
ら
、
無
料
見
学
・
保
育
授

業
体
験
を
実
施
す
る
。

　

幼
児
部
は
子
ど
も
達
が
日
本

語
に
触
れ
る
保
育
体
験
を
、
小

学
部
で
は
理
科
の
実
験
を
専
門

教
員
が
楽
し
く
授
業
す
る
。
キ

ャ
ン
パ
ス
見
学
で
は
、
同
学
園

が
行
っ
て
い
る
感
染
予
防
対
策

な
ど
を
見
学
す
る
。
対
象
は
今

年
度
の
年
中
か
ら
小
学
６
年
生

ま
で
︵
２
０
０
９
年
４
月
２
日

〜
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶
の

児
童
。定
員
は
各
５
人
程
度︵
先

着
順
︶。

　

参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
、
各
開
催

日
前
日
の
正
午
ま
で
に
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
参
加
児
童
の
氏
名
、
人

数
、
当
日
の
連
絡
先
を
明
記
し

Ｅ
メ
ー
ルSatnj.nyikuei@

gm
ail.com

ま
で
。

学
園
見
学
と

体
験
入
学
も

園
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。

　

全
日
制
小
学
部
で
は
全
学
年

終
日
対
面
授
業
を
再
開
し
た
。

幼
児
部
に
お
い
て
も
４
月
末
よ

り
年
長
組
の
終
日
対
面
保
育
が

再
開
さ
れ
る
な
ど
、
段
階
的
に

終
日
対
面
保
育
の
再
開
に
向
け

て
準
備
が
進
め
ら
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
は
、﹁
第
51
回
Ｊ

Ａ
Ａ
奨
学
金
﹂
の
奨
学
生
を

募
集
中
だ
。
同
奨
学
金
は
、

１
９
７
１
年
に
始
ま
り
、
こ
れ

ま
で
に
５
０
０
人
以
上
の
学
生

が
受
賞
し
て
い
る
。
対
象
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
に

在
住
す
る
、
高
校
3
年
生
で
、

こ
の
秋
、
米
国
内
の
4
年
制
大

学
に
進
学
す
る
日
本
人
、
日
系

人
の
学
生
。

　

提
出
す
る
も
の
は
、
パ
ス
ポ

ー
ト
サ
イ
ズ
の
写
真
、
決
め
ら

れ
た
テ
ー
マ
︵
今
年
は
日
米
関

係
と
世
界
情
勢
に
関
す
る
も

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

ア
ジ
ア
系
に
対
す
る
増
悪
犯
罪

に
関
す
る
も
の
か
ら
エ
ッ
セ

イ
、
学
校
の
成
績
な
ど
。

　

締
め
切
り
は
、
5
月
13
日
必

着
。
奨
学
金
は
１
０
０
０
ド
ル

か
ら
１
万
ド
ル
の
範
囲
授
与
さ

れ
る
予
定
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２

Ｊ
Ａ
Ａ
事
務
局
ま
で
。

詳
細
はw

w
w

.jaany.org

奨
学
金
の
応
募
受
け
付
け
中

Ｊ
Ａ
Ａ
が
大
学
進
学
者
対
象
に

岡
本
学
園
長
か
ら
入
学
証

書
を
受
け
取
る
新
入
生

http://www.jaany.org
http://www.jaany.org
http://www.jaany.org
https://www.samuraimama.com/
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
アジア出身生徒の発言行動に迫る（２）

　

前
回
は
、
挙
手
な
し
で
発
言

す
る
米
国
人
学
生
ら
が
、
ど
う

や
っ
て
自
分
の
話
す
番
を
﹁
確

実
に
掴
み
取
る
の
か
﹂
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が

持
っ
た
疑
問
と
し
て
は
、
彼
ら

は
す
ぐ
前
の
発
言
が
終
わ
り
に

近
づ
く
こ
と
、
あ
る
い
は
終
了

し
た
時
点
を
ど
う
や
っ
て
瞬
時

に
察
知
し
、
自
分
の
発
言
を
開

始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
﹁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ビ

リ
テ
ィ
ー
﹂(projectability)

と
い
う
現
象
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
誰
か

が
発
言
を
行
っ
て
い
る
間
、
聴

く
側
が
﹁
主
に
こ
う
い
う
意
味

だ
な
﹂と
察
知
で
き
る
こ
と
や
、

察
知
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
英
語

に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ビ
リ

テ
ィ
ー
は
早
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
主
語
＋
動
詞

と
い
っ
た
語
順
に
よ
っ
て
、﹁
何

が
ど
う
だ
﹂
と
い
う
主
要
な
意

味
を
成
す
部
分
が
最
初
に
来
る

の
で
、
聴
く
側
へ
の
主
旨
の
伝

達
や
理
解
が
早
い
段
階
で
行
わ

れ
る
か
ら
で
す
。
で
す
の
で
、

英
語
や
同
じ
よ
う
な
語
順
を
持

つ
言
語
が
母
国
語
の
人
で
あ
れ

ば
、
英
語
や
そ
の
言
語
を
聞
い

た
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ビ
リ
テ

ィ
ー
も
早
い
で
あ
ろ
う
と
い
う

論
理
で
す
。

　

こ
れ
は
私
の
仮
説
で
す
が
、

米
国
の
ク
ラ
ス
内
で
も
米
国
人

生
徒
の
発
言
権
獲
得
が
早
い
の

は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ビ
リ

テ
ィ
ー
に
よ
り
、
ど
こ
で
ジ
ャ

ン
プ
イ
ン
す
れ
ば
良
い
か
わ
か

っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
が
大

き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
動
詞
が
文
の
最
後
に

来
る
と
い
う
、
全
く
反
対
の
語

順
を
持
つ
日
本
語
や
韓
国
語
で

は
、
最
後
ま
で
文
を
聞
か
な
い

と
意
味
の
察
知
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
言
語
で
育
っ
た

生
徒
ら
に
と
っ
て
、
英
語
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を

測
る
の
は
、
感
覚
的
に
も
か
な

り
難
し
い
と
理
解
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
中
国
語
の
場
合
は
英

語
と
似
た
語
順
な
の
で
、
実
際

に
語
順
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

な
仕
草
↓
考
え
込
む
状
態
に
入

り
、
次
に
発
言
す
る
た
め
の
準

備
状
態
と
し
て
、
急
に
姿
勢
を

正
し
た
り
、
先
生
の
顔
を
ち
ら

ち
ら
見
た
り
、
先
生
に
向
か
っ

て
う
な
ず
き
始
め
た
り
す
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
実

際
に
手
を
上
げ
た
り
、
ジ
ャ
ン

プ
イ
ン
し
た
り
し
て
発
言
自
体

を
開
始
し
ま
す
。

　

私
は
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
を

①R
egistering 

︵
ア
イ
デ
ア

な
ど
何
か
が
頭
に
ひ
ら
め
く
︶ 

②G
earing up 

︵
発
言
に
向

か
っ
て
準
備
を
整
え
る
︶ 

③

Launching

︵
発
言
を
開
始

す
る
︶
と
名
付
け
ま
し
た
。
面

白
い
こ
と
に
、
米
国
人
学
生
ら

は
、
こ
れ
ら
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス

を
非
常
に
早
く
踏
み
、
時
に
は

何
か
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
手
を

挙
げ
る
、
考
え
て
い
る
状
態
か

ら
準
備
な
し
に
顔
を
上
げ
て
喋

り
だ
す
、
と
い
っ
た
よ
う
に
1

段
階
を
飛
ば
す
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
ア
ジ
ア
出
身
学
生
ら

は
、
一
つ
一
つ
の
段
階
を
丁
寧

に
踏
み
、
ま
た
最
初
の
考
え
込

む
段
階
で
何
か
を
︵
お
そ
ら
く

自
分
が
何
を
言
う
か
と
い
う
内

容
を
︶ノ
ー
ト
に
メ
モ
し
た
り
、

手
を
挙
げ
る
ま
で
に
先
生
の
顔

を
見
た
り
、
ま
た
下
を
見
た
り

を
何
度
も
繰
り
返
す
生
徒
も
い

ま
し
た
。
要
す
る
に
ア
ジ
ア
人

学
生
の
ほ
う
が
、
実
際
の
発
言

を
す
る
ま
で
に
慎
重
で
、
長
く

時
間
を
か
け
て
準
備
し
て
い
る

と
い
う
結
果
が
こ
の
ビ
デ
オ
デ

ー
タ
を
通
し
て
目
に
見
え
て
き

た
わ
け
で
す
。
米
国
人
学
生
ら

が
早
々
に
発
言
権
を
掴
み
取
っ

て
話
し
続
け
る
間
、
ア
ジ
ア
人

学
生
ら
は
発
言
ま
で
の
準
備
に

と
ら
わ
れ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ

発
言
の
機
会
を
失
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

ビ
リ
テ
ィ
ー
の
早
さ
が
、
発
言

タ
イ
ミ
ン
グ
の
察
知
と
関
係
し

て
い
る
の
か
は
一
概
に
断
定
で

き
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
ア
ジ
ア
出
身
学
生
ら

と
米
国
人
学
生
の
発
言
行
動
の

話
に
戻
り
ま
す
が
、
私
は
さ
ら

な
る
研
究
で
、
両
グ
ル
ー
プ
が

実
際
の
発
言
を
起
こ
す
ま
で
の

経
緯
も
調
査
し
て
み
ま
し
た
。

多
く
の
ク
ラ
ス
を
ビ
デ
オ
に
撮

っ
て
、
各
発
言
者
が
発
言
す
る

ま
で
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
起

こ
し
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
何
を

表
し
て
い
る
の
か
を
、
画
像
を

じ
っ
く
り
と
観
察
し
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
を
記
録
し
ま
し
た
。
画

面
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の

は
、
米
国
人
学
生
と
ア
ジ
ア
人

学
生
の
両
グ
ル
ー
プ
と
も
、
ま

ず
授
業
を
普
通
に
聞
い
て
い
る

状
態︵
授
業
デ
フ
ォ
ル
ト
段
階
︶

か
ら
、
何
か
に
気
づ
い
た
よ
う

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
主
催
の
第

18
回
フ
ァ
ン
ド
レ
ー
ジ
ン
グ
の

た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

が
、
５
月
７
日
︵
金
︶
午
後
８

時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

﹁
家
で
過
ご
す
時
間
が
増
え

た
日
々
が
続
く
中
、
お
部
屋
も

心
も
片
付
け
て
す
っ
き
り
﹂
を

テ
ー
マ
に
、
一
度
片
付
け
た
ら

元
に
戻
ら
な
い
﹁
こ
ん
ま
り
︵
片

づ
け
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
近
藤

麻
理
恵
さ
ん
︶
メ
ソ
ッ
ド
﹂
を

紹
介
す
る
。
講
師
は
こ
ん
ま
り

認
定
片
づ
け
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
渡
辺
洋
子
さ
ん
。

　

参

加

費

15

ド

ル
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

︵
内
線
１
番
︶
、
ま
た
は
Ｅ
メ

ー

ルinfo@
jassi.org

ま

で
。

参

加

申

し

込

み

は

オ

ン
ラ
イ
ン
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.e

v
e

n
tb

r
ite

.
c

o
m

/
e

/
1

8
ja

s
s

i-
tickets-148959741597

か

ら
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://jassi.org

の
イ
ベ
ン

ト
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
。

ＪＡＳＳＩ主催

お片付けセミナー
5月7日にオンラインで

mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
tel:7182684956
https://www.eventbrite.com/e/18jassi-tickets-148959741597
http://jassi.org
http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
tel:2015921275
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
http://www.kodomony.org
https://japaneseschool.org
http://ze-edu.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室
小
３

ベ
ア　

万
夢

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
４

富
士　

あ
い
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

久
保
田　

夏
希

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

坂
口　

寿
恵

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室
小
５

森
島　

蘭

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

Y
u
lia

n
g
 C

h
e
n

g

260
 　

﹁
コ
コ
ナ
ラ
﹂
が
上
場
し
た
。

個
人
の
技
術
を
売
り
買
い
す
る

サ
イ
ト
。
個
人
の
技
術
も
い
ろ

い
ろ
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制

作
、
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け

で
な
く
、
占
い
や
悩
み
相
談
な

ど
、
結
構
サ
イ
ト
を
見
て
い
る

だ
け
で
も
楽
し
く
な
っ
て
く
る

し
、
わ
た
し
自
身
、
今
ま
で
何

度
か
利
用
し
て
い
る
。
頼
ん
だ

の
は
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け

れ
ど
、
た
ぶ
ん
制
作
し
て
い
る

の
は
プ
ロ
の
副
業
。
ク
オ
リ
テ

ィ
も
問
題
な
か
っ
た
し
、
安
い
。

印
刷
屋
さ
ん
に
頼
む
半
分
か
ら

3
分
の
1
く
ら
い
の
値
段
で
で

き
た
。

　

こ
ん
な
感
じ
で
、
日
本
は
副

業
ブ
ー
ム
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

50
パ
ー
セ
ン
ト
が
な
ん
ら
か
の

副
業
を
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
る
。
実
際
、
わ
た
し
の

友
人
も
会
社
に
ば
れ
な
い
よ
う

に
妻
に
会
社
を
作
ら
せ
て
、
せ

っ
せ
と
ウ
ェ
ブ
制
作
な
ど
の
仕

事
を
副
業
で
し
て
い
る
。

　

中
国
人
の
友
人
が
2
年
以
上

も
前
に
言
っ
て
い
た
。
﹁
残
業

を
さ
せ
る
さ
せ
な
い
で
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
言
っ
て
い
る
日
本
の
経

営
者
は
、
ま
だ
ま
だ
甘
い
よ
。

中
国
人
は
、
副
業
し
た
り
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
さ
っ

さ
と
帰
り
た
い
か
ら
残
業
な
ん

て
し
な
い
し
、
経
営
者
も
も
っ

た
い
な
い
か
ら
、
残
業
さ
せ
な

い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い

る
よ
﹂
。

　

そ
の
時
は
、
﹁
さ
す
が
中
国
﹂

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
日
本
で
も
急
速
に

進
ん
だ
。
そ
し
て
﹁
副
業
し
た

い
け
れ
ど
、
何
を
し
よ
う
﹂
と

悩
ん
で
い
る
メ
ン
バ
ー
も
い

る
。
副
業
で
給
料
以
上
に
稼
い

で
い
る
メ
ン
バ
ー
も
出
て
き

た
。
ま
す
ま
す
加
速
し
そ
う
な

副
業
ブ
ー
ム
。
ど
ん
な
副
業
が

出
て
く
る
か
楽
し
み
。

一

応
、

参

考

で

す
。　

https://coconala.com

　
大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興

業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人

材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑

い
﹂
を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成

が
話
題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ

ラ
ピ
ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

ズ
︶
﹂
﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま

れ
た
ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶
﹂

な
ど
多
数
。

　

朗
読
に
音
楽
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
つ

い
て
い
た
ら
ど
う
か
。
そ
ん
な

発
想
か
ら
生
ま
れ
た
音
読
教
材

が
﹁
オ
ケ
ど
く
﹂
だ
。
昨
年
末
に
、

東
京
都
内
の
小
学
校
と
協
力
し

て
作
っ
た
も
の
で
、
世
界
中
の

補
習
校
で
使
わ
れ
て
い
る
国
語

教
科
書
︵
光
村
図
書
︶
の
4
年

と
6
年
に
出
て
く
る
題
材
を
扱

っ
て
い
る
。
﹁
脳
ト
レ
﹂
で
知

ら
れ
る
東
北
大
学
の
川
島
隆
太

教
授
が
推
奨
す
る
音
読
を
こ
の

メ
ソ
ッ
ド
で
実
際
に
通
常
学
級

で
聴
い
て
み
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
学
習
し
た
単
元
に
も
か
か

わ
ら
ず
3
人
に
1
人
が
﹁
教
科

書
を
読
む
よ
り
理
解
で
き
た
﹂

と
の
声
。
さ
ら
に
60
％
の
子
供

達
は
﹁
情
景
が
浮
か
ん
だ
﹂﹁
心

情
が
分
か
っ
た
﹂
な
ど
、
自
分

が
分
か
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
け
た
こ
と
に
驚
い
た
感
想

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

教
材
を
企
画
開
発
し
た
高
木

悠
凪
さ
ん
は
﹁
坂
東
玉
三
郎
や

渡
辺
え
り
な
ど
の
舞
台
音
楽
を

作
っ
て
い
る
音
楽
家
と
、
Ｔ
Ｖ

ド
ラ
マ
﹃
相
棒
﹄
に
出
演
し
て

い
る
俳
優
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

作
品
を
楽
し
み
な
が
ら
日
本
語

力
を
身
に
付
け
て
い
っ
て
も
ら

た
え
た
ら
幸
い
﹂
と
話
す
。

詳

細

はhttps://w
w

w
.

okedoku.com
/

﹁
コ
コ
ナ
ラ
﹂
の
上
場

Ｂ
Ｇ
Ｍ
付
き
音
読
教
材

﹁
オ
ケ
ど
く
﹂
を
開
発

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
https://coconala.com
https://coconala.com
https://coconala.com
https://www.okedoku.com/
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﹁
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

る
も
の
は
当
た
り
前
で
は
な

い
﹂

　

そ
ん
な
言
葉
を
、
今
ま
で
に

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
聞
い
て
き

て
、
そ
の
た
び
に
、
理
解
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
私
は
今
ま
で
の
人
生
の
中

で
、
怪
我
や
病
気
、
被
災
な
ど

の
大
き
な
出
来
事
を
経
験
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
三
月
が
来
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
上
陸
し
、

状
況
は
急
激
に
変
化
し
始
め
ま

し
た
。
死
者
や
患
者
の
数
は
あ

っ
と
言
う
間
に
増
え
、
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
に
な
り
、
学
校
は
閉

鎖
さ
れ
、
外
出
は
自
粛
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
﹁
十
日
間
の
休
校
﹂

と
言
わ
れ
た
時
、
二
週
間
で
物

事
は
解
決
す
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
数
ヶ
月
も
経
て

ば
普
段
の
生
活
に
戻
れ
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
期
待
し
て
い
ま

し
た
。
少
し
の
間
の
我
慢
だ
か

ら
、
と
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
期
待
は

ま
ん
ま
と
裏
切
ら
れ
、
状
況
は

悪
化
す
る
一
方
と
な
り
ま
し

た
。
毎
日
通
っ
て
い
た
学
校
は

九
月
ま
で
は
対
面
授
業
の
予
定

は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

形
に
。
毎
週
土
曜
日
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
補
習

校
も
、
と
て
も
行
え
る
状
態
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
の
毎
日
は
、
朝
起
き
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
向
か
い
、
課

題
を
な
ん
と
な
く
終
わ
ら
せ
、

余
っ
た
時
間
は
適
当
に
過
ご

す
、
と
い
う
繰
り
返
し
で
し
た
。

　

今
日
が
何
日
な
の
か
、
何
時

に
起
き
て
何
時
に
寝
る
か
、
今

日
は
何
し
て
明
日
は
何
を
す
る

か
。
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
ず
に
、

た
だ
た
だ
同
じ
毎
日
の
繰
り
返

し
。
刺
激
の
な
い
日
々
の
中
、

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
日
常
か
ら

ひ
た
す
ら
目
を
逸
ら
し
て
い
ま

し
た
。

　

流
石
に
何
ヶ
月
も
過
ぎ
る

と
、
慣
れ
て
し
ま
っ
た
生
活
に

疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
う
い
え
ば
少
し
前
ま
で

は
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
暗
い
の

に
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
と
文
句
を
言
い
な

が
ら
登
校
し
て
た
っ
け
な
。
半

分
寝
ぼ
け
な
が
ら
授
業
に
参
加

し
て
、
友
達
と
た
わ
い
な
い
会

話
を
し
な
が
ら
昼
食
を
食
べ

て
、
放
課
後
は
ま
た
友
達
と
残

っ
て
適
当
に
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
っ
け
。
毎
日
の
学
校
が
時

に
嫌
に
な
っ
て
い
た
っ
け
。
前

ま
で
は
そ
れ
が
普
通
だ
っ
た
ん

だ
な
、
と
。
ふ
と
し
た
瞬
間
に

﹁
学
校
に
行
き
た
い
﹂
と
思
う

た
び
、
友
達
の
顔
や
声
が
頭
に

浮
か
ぶ
時
、
つ
い
こ
の
間
ま
で

は
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
、

本
当
は
自
分
に
と
っ
て
は
と

て
も
大
切
な
も
の
だ
っ
た
ん
だ

な
、
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
補
習
校
も
現
地
の
高

校
も
、
今
年
で
卒
業
し
ま
す
。

今
ま
で
の
十
一
年
間
、
た
く
さ

ん
の
大
切
な
人
に
出
会
い
、
た

く
さ
ん
の
大
切
な
思
い
出
を
作

っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
高

校
の
最
後
の
年
が
こ
の
ま
ま
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
思
う
と
、
本
当
に
悔

し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の

ま
ま
終
わ
り
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

で
も
そ
れ
以
上
に
わ
か
っ
て

い
る
こ
と
は
、
自
分
よ
り
苦
し

ん
で
い
る
人
が
山
ほ
ど
い
る
こ

と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
約

百
万
人
の
命
を
奪
っ
て
来
ま
し

た
。
大
切
な
人
を
急
に
亡
く
し

た
人
、
家
か
ら
逃
げ
出
し
た
く

て
仕
方
な
い
人
、
夢
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
人
、
不
安
で

い
っ
ぱ
い
の
毎
日
を
ひ
た
す
ら

送
っ
て
い
る
人
。
戻
り
た
い
と

願
う
の
は
私
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

前
の
日
常
を
取
り
戻
す
方
法

は
、
す
べ
て
の
人
が
お
互
い
の

た
め
に
行
動
す
る
他
に
あ
り
ま

せ
ん
。
マ
ス
ク
を
す
る
、
し
な

い
は
、﹁
個
人
の
自
由
﹂
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
私
た
ち
の

世
代
は
、
自
覚
な
し
に
感
染
を

広
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
行
動
一
つ
で
結
果
は

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
軽
率
な
行

動
は
誰
か
の
命
を
奪
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
自
覚

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
期
間
だ
か
ら
こ
そ
、
他

の
人
の
生
活
を
守
る
こ
と
、
互

い
に
思
い
や
る
こ
と
が
何
よ
り

大
切
に
感
じ
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
が
終
息
し
た
時
、
日
常
は

少
し
ず
つ
戻
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
こ
の
期
間
に
生
ま

れ
た
思
い
や
り
の
心
は
、
決
し

て
消
え
て
欲
し
く
な
い
で
す
。

こ
の
大
き
な
出
来
事
を
乗
り
越

え
た
世
界
が
、
今
ま
で
よ
り
も

た
く
さ
ん
の
思
い
や
り
に
溢

れ
、
差
別
や
偏
見
の
無
い
世
界

に
少
し
で
も
近
づ
い
て
い
て
く

れ
た
ら
、
と
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□
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ぼ
く
は
テ
ス
ト
は
あ
っ
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
先
生
は
、
生
徒
が
そ
の
単

元
で
ど
れ
位
理
解
し
て
い
る
の

か
が
わ
か
り
ま
す
。
ぼ
く
が
、

現
地
校
五
年
生
の
時
、
テ
ス
ト

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
テ

ス
ト
で
解
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ

を
先
生
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
は
自

分
が
ど
こ
が
分
か
ら
な
い
の

か
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

先
生
は
生
徒
が
ど
れ
位
理
解
し

て
い
る
の
か
を
見
て
、
生
徒
を

助
け
て
あ
げ
る
事
が
で
き
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
は
テ
ス
ト
は
い
や

で
す
よ
ね
。
そ
の
気
持
ち
は
と

て
も
分
か
り
ま
す
。
テ
ス
ト
っ

て
面
倒
く
さ
い
で
す
よ
ね
。
で

も
、
テ
ス
ト
が
な
い
と
緊
張
感

を
な
く
し
、
宿
題
や
授
業
を

き
ち
ん
と
受
け
な
く
な
る
可
能

性
が
大
き
く
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
く
り
返
す
と
大
人

に
な
っ
た
時
に
、
と
て
も
後
か

い
す
る
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、

テ
ス
ト
が
あ
る
と
、
緊
張
感
を

持
っ
て
、
し
っ
か
り
授
業
を
受

け
、
宿
題
を
こ
な
せ
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

テ
ス
ト
が
あ
る
と
、
頭
の
回
転

が
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
と
め
る
と
、
テ
ス
ト
が
あ
る

事
に
よ
っ
て
、
授
業
を
う
け
る

姿
勢
、
宿
題
を
や
る
姿
勢
に
効

果
が
あ
り
、
こ
れ
に
と
も
な
っ

て
頭
の
回
転
も
良
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、

ぼ
く
は
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
11
年
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
妹
の

入
園
し
き
に
い
き
ま
し
た
。
先

生
が
わ
た
し
の
妹
を
見
た
ら
ハ

グ
を
し
て
、
お
花
と
ば
っ
じ
を

く
れ
ま
し
た
。
妹
が
先
生
に
会

え
た
の
は
、
は
じ
め
て
だ
っ
た

か
ら
、
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

わ
た
し
が
い
ち
ば
ん
う
れ
し

か
っ
た
の
は
、
名
前
を
言
わ
れ

て
、

﹁
は
い
。﹂

と
言
っ
て
、
し
ょ
う
書
を
も
ら

い
、

﹁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。﹂

と
言
え
た
こ
と
が
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
４
年
︶

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです） 「おむすび」
　　　テキサス州アマリロ小２

　　　　　　　　あじつ　みな

　

あ
る
日
マ
マ
が
、
お
に
ぎ
り

の
こ
と
を
、﹁
お
む
す
び
﹂
と

よ
び
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
、﹁
お
む
す

び
こ
ろ
り
ん
﹂
と
言
う
日
本
む

か
し
ば
な
し
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

﹁
む
す
び
﹂
と
言
う
言
葉
に

は
、﹁
つ
な
げ
る
﹂、﹁
ま
と
め

る
﹂、﹁
し
め
る
﹂、
つ
く
る
﹂、﹁
人

と
関
け
い
を
む
す
ぶ
﹂
な
ど
、

ご
え
ん
や
心
を
つ
な
ぐ
意
味
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

﹁
結
び
﹂
と
言
う
言
葉
は
、

日
本
神
話
の
﹁
ム
ス
ヒ
﹂
か
ら

来
て
い
て
、﹁
ム
ス
﹂
＝
生
み

出
す
、﹁﹁
ヒ
﹂
＝
神
さ
ま
の
神

ぴ
的
な
は
た
ら
き
と
言
う
意

味
が
あ
り
、﹁
ム
ス
ヒ
﹂
と
は
、

結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
神

さ
ま
の
た
ま
し
い
の
力
が
う
み

出
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

﹁﹃
お
に
ぎ
り
﹄
と
言
う
と
、

ぎ
ゅ
っ
と
に
ぎ
っ
て
い
た
け
れ

ど
、﹃
お
む
す
び
﹄
と
思
う
と
、

今
は
や
さ
し
く
つ
つ
み
こ
む

よ
う
な
気
持
ち
で
作
っ
て
い
る

よ
。﹂
と
、
マ
マ
は
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
ミ
ド
ル
ネ
ー

ム
は
結
花
︵
ゆ
い
か
︶
で
す
。

人
や
友
達
を
結
ぶ
花
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
ね
が
い
、
マ
マ
が
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

︵
滞
米
10
年
６
か
月
︶

 ﹁
思
い
や
り
﹂

　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
川
　
優
美

 「妹の入園しき」
　　  ニューヨーク育英学園サタデースクール

　　　　　　　　　　　　マンハッタン校小２

　　　　　　　　　　　　わたぬき　かい

 ﹁
あ
な
た
は
ど
う
考
え
る
﹂

　

〜
テ
ス
ト
は
あ
る
方
が
良
い
の
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
方
が
良
い
の
か
〜

　
　
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
り
ん
ご
会
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
亮
介
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ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ラ
イ
・
ミ
ル
ト
ン
地
区
は
、
小
さ
な

入
江
に
な
っ
て
い
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
住
宅
が
多
く
建
っ

て
い
る
エ
リ
ア
だ
。
自
宅
の
居
間
の
す
ぐ
前
が
自
家
用
ボ
ー
ト
な

ど
小
型
船
舶
が
係
留
で
き
る
桟
橋
に
な
っ
て
い
て
ま
る
で
避
暑
地

か
リ
ゾ
ー
ト
地
の
よ
う
な
景
色
が
広
が
る
が
ハ
リ
ソ
ン
の
駅
か
ら

車
で
10
分
も
か
か
ら
な
い
場
所
に
あ
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま
で
の

通
勤
時
間
は
約
45
分
。
写
真
の
家
は
、
賃
貸
物
件
で
、
ロ
ウ
・
ア

メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
と
い
う
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
隣
接
し
、
ダ
イ
レ
ク

ト
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
2
寝
室
、
２
浴
室
の
賃
貸
物
件
で

広
さ
は
１
２
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
。
家
賃
は
５
９
０
０
ド
ル
。

　

ス
パ
風
バ
ス
ル
ー
ム
が
２
つ
、
ハ
ー
バ
ー
に
面
し
た
大
き
な
窓

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー

ム
、
高
い
天
井
の
リ

ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ハ

イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
キ

ッ
チ
ン
は
イ
ー
ト
イ

ン
ス
ペ
ー
ス
付
き
、

高
い
天
井
の
マ
ス
タ

ー
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
デ
ッ

キ
と
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ピ
ッ
ト
と
正
に
日
常

が
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
眺
望
。
建
物

の
半
分
は
、
ロ
ウ
・

ア
メ
リ
カ
ン
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
ル
ー
ム
な

ど
に
な
っ
て
い
て
、

テ
ナ
ン
ト
は
無
料
で
利
用
可
。駐
車
ス
ペ
ー
ス
２
台
分
と
庭
師
代
、

雪
か
き
代
は
家
賃
込
み
。
海
・
船
好
き
の
方
に
は
た
ま
ら
な
い
景

色
を
堪
能
で
き
る
。
ビ
ー
チ
に
面
し
た
ラ
イ
・
タ
ウ
ン
・
パ
ー
ク

ま
で
も
徒
歩
約
10
分
の
散
歩
コ
ー
ス
。
毎
日
変
わ
る
自
然
の
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
、
非
日
常
を
日
常
に
す
る
生
活
も
悪
く
な
い
。

西
向
き
な
の
で
夕
陽
が
美
し
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ル　

in
fo@

shoen
realty

.com
  

古
旗
︵
こ
ば
た
︶
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

ラ
イ
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
借
り
て
住
む

　

今
年
３
月
頃
か
ら
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
賃
貸
住
宅
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
動

き
が
出
て
き
ま
し
た
。
例
年
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず 

①
新
規
赴
任
者
が
続
々
と
来
米

さ
れ
、
内
覧
予
約
が
大
変
込
み

合
っ
て
い
る
、
と
い
う
状
況
に

加
え
て
、
②
コ
ロ
ナ
禍
で
郊
外

に
転
居
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
達
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
戻

り
始
め
、
さ
ら
に 

③
ク
イ
ー

ン
ズ
等
に
住
ん
で
い
る
世
帯
が

こ
の
度
の
賃
料
下
落
を
チ
ャ
ン

ス
と
ば
か
り
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

へ
引
っ
越
す
動
き
、
さ
ら
に
こ

れ
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
レ
イ
オ

フ
や
一
時
解
雇
な
ど
の
影
響
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
④
リ
ー
シ
ン

グ
オ
フ
ィ
ス
側
の
人
手
不
足
、

と
言
っ
た
状
況
が
重
な
り
、
最

近
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
賃
貸
ア

パ
ー
ト
物
件
で
は
内
覧
の
予
約

を
取
る
の
も
一
苦
労
で
す
。
リ

ー
シ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
は
、
引
っ

越
し
シ
ー
ズ
ン
な
ら
で
は
の
更

新
・
退
去
手
続
き
に
も
追
わ

れ
、
対
応
し
き
れ
な
い
場
合
に

は
セ
ル
フ
ツ
ア
ー
︵
テ
ナ
ン
ト

候
補
者
が
自
身
で
物
件
を
内
覧

す
る
方
法
︶
を
勧
め
ら
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
さ
ら

に
、
今
日
予
約
し
て
今
日
の
内

に
内
覧
、
と
い
う
こ
と
は
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
物
件
に
よ
っ

て
は
よ
う
や
く
予
約
の
電
話
が

つ
な
が
っ
た
と
思
っ
た
ら
３
週

間
後
ま
で
予
約
が
取
れ
な
い
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
物
件
を
探
す
予
定
の
新
規
赴

任
者
の
皆
様
は
、
次
の
点
に
是

非
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
ず
来

米
後
の
隔
離
期
間
を
経
て
、
い

つ
か
ら
内
覧
が
可
能
に
な
る
の

か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
、
そ

し
て
日
本
に
い
る
う
ち
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
不
動
産
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
物
件
の
絞
り

込
み
を
あ
る
程
度
し
て
お
く
、

さ
ら
に
、
契
約
に
必
要
な
書
類

一
式
は
事
前
に
準
備
を
整
え
て

お
く
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
内
覧
し
た
物
件

で
気
に
入
っ
た
場
合
は
そ
の
日

の
う
ち
に
契
約
申
込
を
し
な
い

と
無
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い

う
ス
ピ
ー
ド
感
で
あ
る
こ
と
を

お
伝
え
し
て
お
き
ま
す
。

︵
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
　
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
住
宅
部
　
岡
畠
伸
江
︶

予
約
の
取
れ
な
い
物
件
内
覧

不
動
産

ト
レ
ン
ド

  バーベキューが待ち遠し
い。米国では５月末のメモ
リアルデーがバーベキュー
の解禁とされるが、もちろ
ん自宅の裏庭でその前に
バーベキューをやっても誰
からも怒られはしない。炭
火で焼くステーキなどは台
所で焼く肉とはまた格段に
旨さが違う。グリルはいろ
いろあるがクラシックな
WEBER がお勧め。
22 in. Original Kettle Char-
coal Grill in Black
値段　$109
www.homedepot.com

バーベキューの季節が
待ち遠しい

mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
http://www.homedepot.com
https://www.redacinc.com/
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週刊ＮＹ生活 デジタル版

に掲載されている広告を

クリックすると、

広告主のサイトや連絡先に

リンクで飛べて大変便利です。

是非、ご活用下さい！！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
http://www.sumitomo-ny.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.nykoshin.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://kiku-ny.com
http://www.startsnewyork.com
http://snsrealty.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.furumoto.com
https://www.bhsusa.com/
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 BOOKS
　

美
学
生
交
友
録
と
で
も
い
う

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
フ
ァ

ッ
ク
ス
も
な
い
、
国
際
電
話
す

ら
か
け
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
時
代
、
で
も
そ
れ
ほ
ど
遠
い

昔
で
も
な
い
60
年
代
前
後
か
ら

の
男
の
友
情
を
記
録
し
た
書
簡

を
も
と
に
一
冊
に
ま
と
め
た
本

だ
。
篠
原
有
司
男
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
田
名
網
敬
一
に
出
し

た
絵
葉
書
や
書
簡
は
当
時
の
ま

ま
時
系
列
で
か
な
り
正
確
に
保

管
さ
れ
て
膨
大
に
残
っ
て
い
る

が
、
田
名
網
か
ら
篠
原
に
宛
て

た
手
紙
︵
お
そ
ら
く
は
そ
れ
と

同
じ
だ
け
の
膨
大
な
手
紙
︶
の

数
々
は
ど
こ
か
に
行
っ
て
消
え

て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
、
50
年
の
一
方
通
行

の
書
簡
集
と
し
て
、
よ
り
強
烈

な
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。
書
簡

で
は
な
い
が
、
篠
原
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
３

世
奨
学
金
で
渡
米
す
る
前
、
銀

座
の
洋
書
店
イ
エ
ナ
で
２
人

が
、
本
を
い
っ
ぱ
い
抱
え
た
植

草
甚
一
が
階
段
か
ら
転
が
り
落

ち
て
、
二
人
が
本
を
拾
っ
て
助

け
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
時
に
植
草
が
﹁
君
た
ち

絵
を
描
い
て
い
る
の
？　

だ
っ

た
ら
面
白
い
本
を
教
え
て
あ

げ
る
よ
﹂
と
﹁A

R
T

N
E

W
S

﹂

と
い
う
美
術
雑
誌
を
見
せ
た
。

田
名
網
は
﹁
我
々
二
人
は
、
そ

こ
に
あ
っ
た
小
さ
な
図
版
に
釘

付
け
に
な
り
、
顔
を
見
合
わ
せ

た
﹂
と
書
く
。
そ
れ
は
ア
ン
デ

ィ
ー
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
、
ロ
イ
・

リ
キ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
な
ど
ポ
ッ

プ
ア
ー
ト
の
台
頭
を
告
げ
る
紹

介
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
。﹁
今
、
ア

メ
リ
カ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
ア

ー
ト
が
こ
れ
な
ん
だ
よ
﹂
と
植

草
が
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
理
念
を

懇
切
丁
寧
に
紹
介
し
て
く
れ
た

と
い
う
。
若
き
二
人
が
神
妙
な

顔
で
本
の
山
の
中
で
話
を
聞
い

て
い
る
光
景
を
想
像
す
る
だ
け

で
楽
し
い
。
69
年
に
待
望
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
に
降
り
立

つ
。
ご
存
知
と
は
思
う
が
、
篠

原
は
、
通
称
ギ
ュ
ウ
チ
ャ
ン
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
１
９
３
２

年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
藝

術
大
学
中
退
後
、
60
年
に
吉
村

益
信
、
赤
瀬
川
原
平
、
荒
川
修

作
ら
と
﹁
ネ
オ
ダ
ダ
イ
ズ
ム
・

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
ズ
﹂
を
結

成
。
69
年
に
奨
学
金
を
得
て
渡

米
し
、
以
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
。
２
０
１
４
年
、
そ
の
破
天

荒
な
生
活
に
密
着
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
﹃
キ
ュ
ー
テ

ィ
ー
＆
ボ
ク
サ
ー
﹄
が
米
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。
こ

こ
１
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
巣
ご
も

り
状
態
ら
し
い
が
。

　

田
名
網
敬
一
も
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
。
１
９
３
６
年
、
東
京

都
生
ま
れ
。
武
蔵
野
美
術
大

学
在
学
中
か
ら
ポ
ス
タ
ー
や

雑
誌
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
開

始
。
広
告
代
理
店
の
博
報
堂
に

就
職
し
た
後
、
日
本
版
﹃
月
刊

PLA
Y

B
O

Y

﹄
な
ど
の
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
手
が
け

た
。
本
書
も
篠
原
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
素
顔
を
田
名
網
な
ら

で
は
の
監
修
で
見
事
に
仕
上
げ

て
い
る
。

　

一
度
だ
け
篠
原
の
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
兼
屋

上
に
お
邪
魔
し
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
だ
ご
長
男
の
ア
レ
ッ
ク

ス
空
海
く
ん
が
洗
面
器
の
中
で

泳
い
で
い
る
時
代
だ
っ
た
。
本

書
１
２
２
ペ
ー
ジ
に
は
そ
の
頃

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
五
番

街
に
あ
っ
た
日
本
航
空
ロ
ビ

ー
に
展
示
さ
れ
た
前
衛
オ
ー

ト
バ
イ
の
作
品
が
掲
載
さ
れ

た
１
９
８
７
年
６
月
18
日
付

﹁T
he Y

om
iuri A

m
erica

﹂

の
切
り
抜
き
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。﹁
Ｊ
Ａ
Ｌ
サ
イ
ケ
に
変
身
﹂

と
い
う
見
出
し
を
付
け
た
記
憶

が
蘇
っ
て
き
た
。
あ
の
記
事
を

レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
い
た
頃
か
ら

34
年
も
た
つ
が
、
彼
は
今
も
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
。　

︵
三
浦
︶

NY を前衛のリングに
篠原有司男・著

 東京キララ社・刊

■そこに工場があるかぎり（小川洋子、集英社）作家・小
川洋子が職人技に支えられている６つの工場を取材。金属
加工、競漕艇、お菓子、保育園児のお散歩カー、鉛筆、ガ
ラスなど身近なものから何に使われるのか未知なものま
で。作家・小川洋子の世界が広がる。■ニムロッド（上
田岳弘、講談社文庫）第 160 回芥川賞受賞作の文庫本化。
本編の主人公である中本哲史はサーバーを管理する会社で
働いている。社長からビットコインの発掘業務を任され、
たった１人で業務を始める。定期的に元職場の先輩で友人
でもある荷室から「ニムロッド」という名前でメールが届
く。■約束の地 大統領回顧録　上・下（バラク・オバマ、
集英社）バラク・オバマのメモワール。アメリカでは単行
本・電子書籍・オーディオブックで売上 1 位になり、合
計売上数 210 万部を突破した大ベストセラーの邦訳。自
身の生い立ちからアメリカの政治システム、歴史、現在ま
で続く問題点を網羅する。■アンブレイカブル（柳 広司、
KADOKAWA）物語は銀行員の小林多喜二が蟹工船を舞
台にした物語を書こうと実際に乗り込んで働いた 2 人に取
材するところから始まる。他に川柳作家の鶴彬、横浜事件
の犠牲者、哲学者の三木清を主人公にした短編により構成
された小説集。全編に渡り登場する内務省の特高警察幹部
クロサキが正義の名の下死に追いやる。■明治天皇はシャ
ンパンがお好き（浅見 雅男、文春新書）タイトルにある明治天皇をはじめ
著名人、有名人、芸能人など誰もが知っている人々の意外な一面を紹介。著
者は歴史研究家。酒癖が悪かった近代黎明期の政治家、石川啄木と金田一京
助の友情、吉田茂の長男で父とは別の世界で父と同等に功績をなした吉田健
一と父・茂との逸話など歴史の教科書などには載らないゴシップネタが満載。
■雨上がりの川（森沢明夫、幻冬舎文庫）中学生の娘、春香が不登校になっ
て 1 年。壮絶ないじめが原因だった。世界が全く変わってしまった。夫は出
版社の編集者。科学者である妻は娘の不登校を治そうと霊能者にどっぷりは
まってしまう。家族を救うべく春香が探偵のごとく謎解きが展開する。引き
こもりだった芸人・山田ルイ 53 世のあとがきが心にしみる。（菊田幸乃）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

職
人
技
に
支
え
ら
れ
て
い
る
工
場
見
学
。
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
め
ぐ
る
芥
川
賞
受
賞
作
。

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
の
回
顧
録
。
戦
前
日
本
の
言
論
弾
圧
の
闇
。
近
代
史
に
登
場
す
る
人
々

の
ゴ
シ
ッ
プ
話
。
い
じ
め
が
原
因
で
娘
が
ひ
き
こ
も
り
に
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

晴
れ
た
青
空
の
日
、
じ
い
じ

は
い
つ
も
孫
に
言
う
﹁
ち
び
す

け
、
桜
見
に
行
こ
う
﹂
。
山
道

を
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
さ
く
ら
山

ま
で
。
嬉
し
い
こ
と
が
あ
る
た

び
に
、
じ
い
じ
は
さ
く
ら
山
に

こ
っ
そ
り
桜
を
植
え
た
。
大
き

く
育
っ
た
さ
く
ら
の
枝
は
も
う

空
に
ま
で
届
き
そ
う
。
一
つ
一

つ
の
木
に
触
り
﹁
調
子
の
悪
い

と
こ
ろ
は
な
い
か
い
な
、
具
合

の
悪
い
木
は
お
ら
ん
か
な
﹂
と

挨
拶
す
る
じ
い
じ
。
ち
び
す
け

は
、
じ
い
じ
と
一
緒
に
さ
く
ら

山
へ
行
く
の
が
大
好
き
。
と
こ

ろ
が
あ
る
日
じ
い
じ
が
病
気
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ち
び
す
け
は

ひ
と
り
で
山
に
行
き
﹁
じ
い
じ

の
病
気
を
治
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
祈
る
の
だ
が
…
。

　

桜
を
愛
す
る
優
し
い
祖
父
と

孫
の
交
流
を
温
か
く
描
い
た
絵

本
。
じ
い
じ
の
生
き
方
を
見
て

育
つ
孫
が
ど
ん
ど
ん
た
く
ま
し

く
な
っ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ

る
。
ふ
た
り
の
関
係
と
お
互
い

の
深
い
思
い
や
り
の
心
に
涙
な

し
で
は
読
め
な
い
傑
作
。
見
開

き
ペ
ー
ジ
の
見
事
な
桜
の
絵
も

圧
巻
。
あ
な
た
は
大
切
な
家
族

と
最
後
に
満
開
の
桜
を
見
た
の

は
い
つ
で
し
た
か
？
︵
高
田
︶

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
孫
の
交
流
を
描
く

 『じいじのさくら山』
作・絵： 松成 真理子

白泉社　2005 年

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
tel:2122136069
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
日
本
は
2

年
続
け
て
の
外
国
人
観
光
客
不

在
の
桜
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
、

夏
に
向
か
っ
て
日
に
日
に
暖
か

く
な
っ
て
い
ま
す
。
先
週
新
年

度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
の

号
が
出
る
頃
は
も
う
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
も
間
近
で
し
ょ
う

か
。
日
本
の
状
況
は
ち
っ
と
も

良
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
…
。

　

さ
て
今
月
の
テ
ー
マ
。
私
は

以
前
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ

バ
レ
ー
の
某
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
働

い
た
経
験
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
時
の
お
客
様
よ
り
﹁
ル
ー

ト
66
に
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
あ
る

の
か
？
も
し
あ
る
な
ら
そ
こ
へ

行
く
プ
ラ
ン
を
教
え
て
欲
し

い
﹂
と
の
ご
要
望
を
頂
い
た
の

で
、
今
回
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り

を
絡
め
た
ル
ー
ト
66
旅
の
ご
紹

介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。﹁
え

っ
？
ル
ー
ト
66
で
ワ
イ
ン
？
﹂

皆
さ
ん
の
反
応
が
想
像
で
き
ま

す
が
、
ル
ー
ト
66
に
だ
っ
て
、

Ｎ
Ｙ
ロ
ン
グ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に

︵
多
分
︶
負
け
な
い
？
美
味
し

い
ワ
イ
ン
が
あ
る
ん
で
す
よ
！

　

と
い
う
わ
け
で
今
回
登
場
す

る
の
は
﹁
ミ
ズ
ー
リ
州
﹂
。
実

は
こ
の
ミ
ズ
ー
リ
州
、
結
構
な

ワ
イ
ン
王
国
な
の
で
す
。
そ

う
、
何
と
９
つ
も
の
﹁
ワ
イ
ン

ト
レ
イ
ル
﹂
が
存
在
し
ま
す
。

ど
う
し
て
ま
た
ミ
ズ
ー
リ
で
？

と
言
え
ば
、
米
国
開
拓
史
時
代

に
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
交
易

の
た
め
に
こ
の
地
で
生
活
し
て

い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
は
ビ
ー
ル
工

場
も
あ
る
よ
う
に
、
ミ
ズ
ー
リ

州
は
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
な
ど
の

ア
ル
コ
ー
ル
産
業
が
発
達
し
ま

し
た
。
ル
ー
ト
66
が
通
る
の
は

州
の
南
西
部
に
あ
た
る
﹁
オ
ザ

ー
ク
・
ワ
イ
ン
・
ト
レ
イ
ル
﹂

地
域
と
な
り
、
そ
の
オ
ザ
ー

ク
の
丘
陵
地
帯St. Jam

es

と

R
osati

の
街
を
目
指
す
こ
と

に
し
ま
す
。

　

発
着
空
港
は
同
州
セ
ン
ト
ル

イ
ス
、
ラ
ン
バ
ー
ト
国
際
空
港

で
す
。
中
都
市
の
空
港
と
し
て

は
比
較
的
大
き
く
、
機
能
的
で

使
い
勝
手
が
良
い
の
で
私
も
お

気
に
入
り
の
空
港
で
す
。
空
港

は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
14
マ
イ

ル
、
車
で
20
分
程
度
の
距
離
で

す
の
で
、
街
へ
行
く
に
も
南
下

し
て
ル
ー
ト
66
方
面
に
向
か
う

に
も
、
便
の
良
い
場
所
に
あ
り

ま
す
。
旅
の
シ
ナ
リ
オ
は
２
泊

３
日
、
初
日
午
前
中
に
セ
ン
ト

ル
イ
ス
に
着
く
行
程
で
。
移
動

同
日
に
飲
酒
を
す
る
の
は
大

変
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
空
港

か
ら
33
マ
イ
ル
、
車
で
約
30

分
のE

ureka

の
街
を
目
指
し

ま
す
。
こ
こ
に
はR

oute 66 
State Park

が
あ
り
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
兼
ね
て
ま
す

の
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
の
情
報

収
集
を
す
る
に
は
絶
好
の
場

所
で
す
。︵
お
土
産
屋
さ
ん
も

充
実
！
︶
お
昼
はE

ureka

か

ら
26
マ
イ
ル
離
れ
たSt C

lair

ま
で
行
き
、
本
場
米
国
の
伝
統

ダ
イ
ナ
ー
、﹁ Lew

is C
af é

﹂

へ
ど
う
ぞ
。
午
後
はSt C

lair

か
ら
車
で
も
う
15
分
強
、
初
日

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、Stanton

の
街
に
あ
る
ル
ー
ト
66
き
っ

て

の

行

楽

地
﹁M

eram
ec 

C
avern

﹂︵
メ
ラ
メ
ッ
ク
洞
窟
︶

で
し
ょ
う
か
。

　

メ
ラ
メ
ッ
ク
洞
窟
は
全
長
約

5
マ
イ
ル
に
も
な
る
洞
窟
で
、

開
園
は
古
く
１
９
３
３
年
。
当

時
よ
り
ル
ー
ト
66
の
観
光
名
所

で
あ
り
、
今
で
も
何
と
﹁
ミ
ズ

ー
リ
州
内
最
大
の
商
業
洞
窟
﹂

で
、︵
州
内
に
は
6
０
０
０
も

の
洞
窟
が
あ
り
ま
す
︶
そ
の
人

気
具
合
も
半
端
な
く
、
毎
年
約

15
万
人
の
訪
問
者
数
を
誇
り
ま

す
。
洞
窟
内
を
90
分
か
け
て
廻

る
レ
ン
ジ
ャ
ー
付
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
が
人
気
で
す
が
、
こ
の
メ
ラ

メ
ッ
ク
洞
窟
は
、
歴
史
上
悪

名
高
い
ギ
ャ
ン
グ
、
ジ
ェ
シ

ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
逃
走
中

に
﹁
隠
れ
家
﹂
と
し
て
利
用
し

た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
紙
面

の
都
合
上
、
詳
細
は
グ
グ
っ
て

頂
き
た
い
で
す
が
、
か
の
人
気

俳
優
ブ
ラ
ッ
ド
・
ピ
ッ
ト
も

２
０
０
７
年
公
開
映
画
﹁T

he 
A

ssassin
ation

 of Jesse 
Jam

es 

﹂
で
主
演
を
務
め
て

い
ま
す
。

　

洞
窟
を
満
喫
後
は
今
夜
の

宿
泊
地
、C

uba

へ
と
向
か
い

ま
し
ょ
う
。
こ
の
地
域
の
宿

泊

で

はC
uba

の
﹁W

agon 
W

heel M
otel

﹂
を
選
択
し
な

い
の
は
ル
ー
ト
66
へ
行
っ
た
意

味
が
無
い
と
言
っ
て
も
良
い

程
で
す
。W

agon W
heel 

に

泊

ま

り
、

夕

飯

は

モ

ー

テ

ル

隣

の
﹁M

issouri H
ick 

B
B

Q

﹂︵
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
州

の
名
物
︶、
翌
朝
は
モ
ー
テ
ル

か
ら
徒
歩
圏
内
﹁Shelly’

s 
R

oute 66 C
af é

﹂
で
の
朝
食

は
﹁
お
約
束
﹂
で
す
。C

uba
の
特
徴
は
街
を
彩
る
歴
史
的
な

壁
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
モ
ー
テ

ル
で
無
料
マ
ッ
プ
を
も
ら
っ
て

是
非
街
を
散
策
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

２
日
目
はC

uba
か
ら
西

へI-44

を
15
マ
イ
ル
程
行
っ

たSt Jam
es

ま
で
行
き
ま

す
。
ミ
ズ
ー
リ
・
ル
ー
ト
66

は
、
道
が
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
部
分
が
多
い

の
で
地
図
で
確
認
し
な
が
ら

I-44

で
の
移
動
を
お
ス
ス
メ

し
ま
す
。St Jam

es

地
域
に

は
﹁R

osati W
inery

﹂、﹁4M
 

V
iney

ards

﹂
、
﹁M

eram
ec 

V
ineyards

﹂、
そ
し
て
﹁St. 

Jam
es W

inery

﹂
と
、
4
つ

の
主
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
、

特
にSt Jam

es W
inery

で

は
軽
食
を
取
り
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
で
き
る
の
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

に
充
て
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
日
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
の
で
時
間

の
許
す
限
り
複
数
箇
所
を
楽
し

ん
だ
ら
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
戻

り
ま
し
ょ
う
。
複
路
はI-44

がG
ray Sum

m
it

と

い

う

街
でState H

w
y 100

︵
旧

ル
ー
ト
66
︶
と
交
差
し
ま
す
の

で
、
そ
こ
か
ら
セ
ン
ト
ル
イ
ス

ま
で
は
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
で
な

く
、
ミ
ズ
ー
リ
・
ル
ー
ト
66
を

堪
能
す
る
の
が
お
ス
ス
メ
。
セ

ン
ト
ル
イ
ス
で
の
お
宿
は
ル
ー

ト
66
に
拘
れ
ば
、﹁W

ayside 
M

otel

﹂
を
お
試
し
あ
れ
。

　

さ
て
最
終
日
、
セ
ン
ト
ル

イ
ス
は
大
都
市
で
す
の
で
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
溢
れ
て
ま

す

が
、

街

の

シ

ン

ボ

ル

で

あ

る
﹁G

atew
ay A

rch

﹂

は
絶
対
に
忘
れ
な
い
で
く

だ

さ

い
。

そ

の

他
、﹁O

ld 
C

hain of R
ocks B

ridge

﹂、

﹁C
athedral B

asilica of St 
Louis

﹂
な
ど
の
名
所
、
そ
し

て
バ
ド
ワ
イ
ザ
ー
の
工
場
見
学

ツ
ア
ー
も
あ
り
ま
す
。
個
人
的

な
趣
味
を
言
え
ば
、
当
然
Ｍ
Ｌ

Ｂ
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
の
試
合
な

ん
か
も
︵
笑
︶。
更
に
こ
れ
を

忘
れ
て
は
け
ま
せ
ん
、﹁
逆
さ

に
し
て
も
落
ち
な
い
ア
イ
ス
﹂

で

有

名

な
﹁T

ed D
rew

es 
Frozen C

ustard

﹂
も
是
非
。

皆
さ
ん
の
お
好
み
に
合
わ
せ
て

最
終
日
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
観
光

を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、﹁
米
国
で
も
ワ

イ
ン
飲
ん
で
運
転
し
た
ら
捕
ま

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
﹂
と
心
配

す
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
米
国
で
も
飲
酒
運
転

は
犯
罪
で
す
が
、
一
滴
で
も
飲

ん
だ
ら
ダ
メ
な
日
本
と
異
な

り
、﹁
最
大
血
中
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
﹂
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

21
歳
以
上
の
成
人
は
０
・
０
８

％
以
上
で
違
反
と
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
が
保
た
れ
て
い
て
運

転
に
支
障
が
出
る
ほ
ど
泥
酔
し

て
い
な
け
れ
ば
逮
捕
は
免
れ
ま

す
。
で
す
が
、
罰
さ
れ
な
け
れ

ば
そ
れ
で
良
い
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
皆
さ
ん
各
自
、
自
己
の

責
任
で
﹁
飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
﹂

に
、
休
憩
と
水
分
補
給
を
充
分

取
っ
て
楽
し
い
旅
に
な
る
よ
う

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
れ

で
は
ま
た
来
月
お
目
に
か
か
り

ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶

さ
あ
行
こ
う
！ 

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
４

：

実
は
﹁
ワ
イ
ン
王
国
﹂
な
ミ
ズ
ー
リ
州

 第 399 回

　

前
回
に
続
き
、
今
回
は
ガ
リ

版
の
博
物
館
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

滋
賀
県
東
近
江
市
に
あ
る

﹁
ガ
リ
版
伝
承
館
﹂
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。
一
定
年
齢
上
の

方
な
ら
、
学
校
で
ガ
リ
を
切
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ピ
ー
機
や
ワ
ー
プ
ロ
の
出
現

と
と
も
に
、
ガ
リ
版
は
役
目
を

終
え
、
１
９
８
０
年
代
後
半
に

は
世
の
中
か
ら
消
え
て
し
ま
っ

た
た
め
、
学
校
で
ガ
リ
ガ
リ
や

っ
て
い
た
の
は
、
私
が
最
後
の

世
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ガ

リ
版
は
、
正
し
く
は
﹁
謄
写

版
﹂
と
言
い
ま
す
が
、
鉄
筆
か

ら
出
る
ガ
リ
ガ
リ
と
い
う
音
か

ら
﹁
ガ
リ
版
﹂
と
い
う
愛
称
で
、

今
日
ま
で
長
く
利
用
さ
れ
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
発
明
し
た
と
さ
れ
る

の
が
東
近
江
市
出
身
の
堀
井
新

治
郎
・
耕
造
父
子
で
、
毛
筆
が

主
流
で
あ
っ
た
１
８
９
４
︵
明

治
27
︶
年
に
、
大
量
に
同
じ
文

章
を
簡
単
に
印
刷
で
き
る
印
刷

機
の
研
究
に
財
産
を
注
い
で
鉄

筆
に
よ
る
簡
易
印
刷
機
を
考
案

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
期
の

印
刷
手
段
の
一
大
革
命
と
な

り
、
大
学
や
商
社
・
官
庁
・
新

聞
・
通
信
社
の
多
く
に
活
用
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
実
際

は
、
謄
写
版
印
刷
技
法
は
、
既

に
１
８
８
０
年
2
月
に
、
か
の

ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が
考
案

し
て
米
国
特
許
を
取
得
し
て
お

り
、
最
初
の
実
用
化
商
品
も
シ

カ
ゴ
の
Ａ
・
Ｂ
・
デ
ィ
ッ
ク
社

が
エ
ジ
ソ
ン
と
正
規
の
ラ
イ
セ

ン
ス
契
約
を
結
び
１
８
８
７
年

か
ら
販
売
を
開
始
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
堀
井
父

子
に
よ
っ
て
﹁
発
明
﹂
さ
れ
た

と
い
う
よ
り
も
、
エ
ジ
ソ
ン
の

技
術
を
参
考
に
﹁
導
入
﹂
し
、﹁
謄

写
版
﹂
の
日
本
語
名
を
与
え
た

と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ガ
リ
版
伝
承
館
は
、
明
治
末

に
建
て
ら
れ
た
堀
井
新
治
郎
父

子
の
本
家
を
改
修
し
た
も
の

で
、
彼
ら
を
世
界
に
誇
る
偉
大

な
発
明
王
と
し
て
後
世
に
伝
え

て
い
く
と
と
も
に
、
温
か
み
の

あ
る
ガ
リ
版
文
化
に
触
れ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
合
併
前

の
蒲
生
町
に
よ
っ
て
１
９
９
８

年
に
開
館
し
ま
し
た
。
館
内
に

は
、
ガ
リ
版
1
号
機
や
ガ
リ
版

器
材
の
展
示
、
ガ
リ
版
印
刷
物

の
展
示
、
堀
井
謄
写
版
年
表
が

と
り
つ
け
て
あ
り
、
旧
ホ
リ
イ

株
式
会
社
︵
２
０
０
２
年
に
倒

産
︶
か
ら
譲
受
し
た
東
京
・
神

田
鍛
冶
町
に
あ
っ
た
﹁
謄
写

堂
﹂
時
代
の
店
舗
看
板
や
、
新

治
郎
父
子
及
び
国
内
に
お
け
る

謄
写
版
の
歴
史
を
史
料
や
パ
ネ

ル
で
展
示
紹
介
し
て
い
ま
す
。

東
京
の
神
田
中
央
通
り
ビ
ル
に

は
、
今
も
﹁
謄
写
版
発
祥
の
地
﹂

と
い
う
銅
板
が
掲
げ
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
10
人
程
度
が
利
用

で
き
る
体
験
室
と
ビ
デ
オ
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
展
示
室
に
予
約

を
す
れ
ば
、
有
料
で
す
が
実
際

に
ガ
リ
版
体
験
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ガ
リ
版
を
知
ら
な

い
世
代
に
は
、
ぜ
ひ
新
た
な
魅

力
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

　

隣
接
し
て
洋
館
︵
国
登
録
有

形
文
化
財
︶
が
あ
り
、
こ
ち
ら

も
見
学
が
で
き
、
最
近
ガ
リ
版

ホ
ー
ル
も
竣
工
し
、
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
や
物
品
販
売
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
謄
写
版
を
テ

ー
マ
と
す
る
博
物
館
は
、
こ
の

ほ
か
大
東
化
工
謄
写
技
術
資
料

館
︵
岐
阜
市
︶、
山
形
謄
写
印

刷
資
料
館
︵
山
形
市
︶、
南
部

町
祐
生
︵
ゆ
う
せ
い
︶
出
会
い

の
館
︵
鳥
取
県
南
部
町
︶
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

ガリ版伝承館

http://www.at-newyork.com/
http://op-ed.jp
tel:2122136069
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https://www.tamashiinations.com/popup/ny2021/
https://p-bandai.com/us



